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る
で
し
ょ
う
か
？
自
分
や
家
族
を
守
る
た
め

に
、
平
常
時
か
ら
の
備
え
を
十
分
に
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。　

　
〝
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
〝
と
い
う
、
い

わ
ゆ
る
〝
自
助
の
思
想
〟
は
防
災
対
策
が
そ

れ
ほ
ど
整
っ
て
い
な
か
っ
た
時
代
に
は
当
た

り
前
の
こ
と
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

現
代
に
生
き
る
私
た
ち
は
、
防
災
施
設
の

整
備
や
情
報
伝
達
環
境
の
向
上
を
背
景
と
し

て
、
災
害
は
行
政
が
防
い
で
く
れ
る
も
の
、

災
害
情
報
は
行
政
が
与
え
て
く
れ
る
も
の
と

過
信
し
、
さ
ら
に
は
自
ら
の
身
の
安
全
や
財

産
の
確
保
ま
で
を
行
政
に
依
存
す
る
傾
向
に

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

自
治
体
が
つ
く
る
防
災
計
画
に
は
、
お
の

ず
と
災
害
規
模
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ

を
超
え
る
災
害
ま
で
に
は
対
応
し
て
い
な
い

こ
と
は
、
先
の
東
日
本
大
震
災
で
奇
し
く
も

証
明
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
も
行
政
は
、
地
域
の
被
害
を
軽
減

で
き
る
よ
う
、防
災
施
設
の
整
備
や
、非
常
食
・

機
材
の
備
蓄
、
情
報
伝
達
環
境
の
整
備
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

併
せ
て
災
害
時
の
み
な
ら
ず
平
常
時
か
ら

住
民
が
備
え
れ
る
よ
う
に
、
自
然
災
害
の
リ

ス
ク
情
報
を
で
き
る
限
り
広
報
紙
な
ど
で
提

供
し
て
い
く
傾
向
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

前
回
ま
で
で
、
自
宅
で
の
備
蓄
品
、
緊
急

エ
リ
ア
メ
ー
ル
、
避
難
所
・
避
難
場
所
、
自

分
の
身
を
守
る
す
べ
、
地
域
の
自
主
防
災
組

織
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て
き
ま
し
た
。
今

回
は
〝
減げ

ん

災さ
い

と
自じ

助じ
ょ

の
す
す
め
〟
で
す
。

　

自
然
災
害
で
あ
る「
地
震
」や「
集
中
豪
雨
」、

「
台
風
」
な
ど
は
、
人
の
手
で
は
防
ぐ
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
災
害
に
備
え
、
被

害
を
軽
微
な
も
の
に
す
る
「
減
災
」
は
可
能

で
す
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大
震
災
の

よ
う
な
突
然
の
災
害
に
よ
り
、
家
や
家
族
、

仕
事
を
失
い
、
そ
の
喪
失
か
ら
立
ち
直
る
に

は
大
き
な
困
難
を
伴
い
ま
す
。
家
族
や
財
産

を
守
り
、
そ
の
困
難
を
軽
減
す
る
の
が
日
ご

ろ
の
備
え
で
あ
り
、
一
人
ひ
と
り
が
備
え
を

意
識
す
る
こ
と
は
確
実
に
「
減
災
」
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　

い
ざ
災
害
が
起
き
て
し
ま
う
と
、
災
害
発

生
か
ら
３
日
間
（
72
時
間
）
は
、
人
命
救
助

が
最
優
先
で
す
。
３
日
間
生
き
延
び
る
だ
け

の
備
蓄
は
大
丈
夫
で
す
か
？
自
宅
の
備
蓄
品
、

非
常
持
ち
出
し
品
の
準
備
は
で
き
て
い
ま
す

か
？
避
難
場
所
、
避
難
所
の
確
認
、
家
族
と

の
連
絡
方
法
や
集
合
場
所
は
確
認
さ
れ
て
い
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備
え
よ
う 

　
災
害
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
！

！

連   載

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
国
の
防
災
基
本
計

画
の
見
直
し
を
受
け
、
栗
山
町
で
も
地
域
防

災
計
画
を
見
直
し
て
い
ま
す
。
大
き
な
項
目

と
し
て
は
、

□
避
難
所
・
広
域
避
難
場
所
の
見
直
し

□
町
職
員
初
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

□
避
難
所
の
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

□
要
援
護
者
避
難
支
援
計
画
の
作
成

□
福
祉
避
難
所
の
設
置

□
非
常
食
な
ど
の
備
蓄
計
画
の
見
直
し

□
災
害
協
定
、
相
互
応
援
協
定
の
締
結

□
情
報
伝
達
方
法
の
検
討

□
総
合
防
災
訓
練
計
画
の
見
直
し

□
自
主
防
災
組
織
の
推
進

な
ど
で
す
。

　

今
後
、
見
直
し
の
概
要
が
お
示
し
で
き
る

時
点
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
か
ら
要
望
事
項

な
ど
を
聞
き
取
り
、
防
災
計
画
へ
反
映
さ
せ

て
い
く
予
定
で
す
。
町
民
皆
さ
ん
の
自
発
的

参
加
に
よ
り
、
よ
り
実
効
性
の
高
い
防
災
計

画
が
つ
く
り
上
げ
れ
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

栗
山
町
で
は
昨
年
11
月
か
ら
、
災
害
時
の

避
難
に
関
す
る
情
報
や
、
洪
水
・
土
砂
災
害

に
関
す
る
情
報
な
ど
、
緊
急
性
の
高
い
災
害

情
報
に
つ
い
て
、
携
帯
電
話
に
よ
る
「
エ
リ

ア
メ
ー
ル
」
を
使
っ
て
発
信
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
み
が
こ
の

に
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

自
助
と
共
助
、
そ
し
て
公
助
の
３
つ
の
連

携
に
よ
っ
て
、
地
域
防
災
力
の
向
上
が
図
ら

れ
る
の
は
明
ら
か
で
す
。

　
「
自
ら
の
安
全
は
、
自
ら
が
守
る
」。
こ
の

自
助
が
、
防
災
あ
る
い
は
減
災
の
基
本
で
す
。

自
宅
を
安
全
な
空
間
に
す
る
こ
と
も
自
分
に

し
か
で
き
な
い
こ
と
で
す
。
地
震
の
揺
れ
の

中
で
は
、
誰
も
が
自
分
の
身
を
守
る
こ
と
し

か
で
き
ま
せ
ん
。
揺
れ
が
お
さ
ま
っ
た
と
き
、

自
分
の
目
の
前
に
あ
る
火
災
を
、
最
も
早
く

消
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
自
分
で
す
。
け
が

を
し
た
家
族
の
出
血
を
、
最
も
早
く
止
血
で

き
る
の
は
自
分
で
す
。 

　

こ
う
し
た
、
自
分
の
手
で
自
分
や
家
族
、

財
産
を
守
る
と
い
っ
た
〝
備
え
と
行
動
〟
が

す
べ
て
の
基
本
で
す
。 

　

行
政
か
ら
発
信
さ
れ
る
情
報
も
、
住
民
み

な
さ
ん
の
具
体
的
な
行
動
と
な
っ
て
活
か
さ

れ
な
け
れ
ば
、
全
く
意
味
を
な
し
ま
せ
ん
。

　

栗
山
町
で
、
平
成
19
年
と
21
年
に
そ
れ
ぞ

れ
発
行
さ
れ
た
「
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」・

「
地
震
マ
ッ
プ
」
を
ご
覧
に
な
っ
た
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
？

　

Ａ
４
判
に
ま
と
め
ら
れ
た
冊
子
で
当
時
の

広
報
誌
と
一
緒
に
配
布
し
ま
し
た
。
一
度
ご

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
そ
し
て
、
内
容
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
し
か
し
、
多
く
の
方
が
保

存
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
と
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
行
政
か
ら
の
情
報
も
、
具
体
的

な
危・

機・

意・

識・

が
な
け
れ
ば
、
右
か
ら
左
に
抜

け
て
い
く
の
が
普
通
で
す
。

　

自
分
だ
け
は
災
害
に
は
あ
わ
な
い
と
い
っ

た「
正
常
化
の
偏
見
」も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
は
住
民
個
々
の
危・

機・

意・

識・

が
不
可
欠
で
す
。
危
機
あ
る
い
は
危
険

の
具
体
的
な
予
知
予
測
が
、
危
機
管
理
の
ス

タ
ー
ト
で
す
。
自
発
的
な
危
機
意
識
が
こ
れ

か
ら
は
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

平
常
時
の
備
え
や
災
害
時
の
避
難
行
動
は
、

個
人
の
自
発
的
な
意
思
に
基
づ
き
実
行
さ
れ

る
も
の
で
あ
り
、
ま
さ
に
〝
自
助
の
精
神
〟
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昨
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
、
こ
の
３
月
で
早
１
年
が
過
ぎ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
被
災
地
で
あ
る
東
北
地
方
で
は
１
万
５
千
人
を
超
え

る
方
々
が
尊
い
命
を
落
と
し
、
今
な
お
３
千
３
百
人
以
上
の
方
々
の
行
方

が
わ
か
ら
な
い
ま
ま
と
な
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々

に
深
く
哀
悼
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
１
日
も
早
い
被
災
地
の
復
興
を

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
、
こ
の
大
震
災
か
ら
悲
し
み
と
と
も
に
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で

い
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
備
え
る
べ
き
防
災
用
品
や
避
難
場
所
・
経
路
、
家

族
と
の
連
絡
方
法
、
食
料
調
達
、
情
報
入
手
方
法
な
ど
、
報
道
さ
れ
る
情

報
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
こ
の
災
害
経
験
を
も
と
に
平
常
時
か
ら
備

え
る
姿
勢
へ
と
歩
み
始
め
て
い
ま
す
。

～
減
災
と
自
助
の
す
す
め
～
⑤

総合防災訓練で行われたバケツリレー

一
人
ひ
と
り
が
「
減
災
」
の
意
識
を
！

〝
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
”

自
然
災
害
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

依
存
型
社
会
へ
移
行
し
て
い
る
？

情
報
を
活
か
し
た
自
発
的
な
行
動
を

〝
自
助
が
す
べ
て
の
基
本
”
で
す

緊
急
エ
リ
ア
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
が
拡
大

地
域
防
災
計
画
を
見
直
し
ま
す

限
り
が
あ
る
防
災
対
策

食料・飲料水などの準備はお済ですか？

〝
危
機
意
識
”
を
も
っ
て
情
報
を
見
る

※
「
備
え
よ
う
！
災
害
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
」

は
今
回
で
終
了
し
ま
す
。
防
災
計
画
の
見
直
し

と
並
行
し
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
紹
介

す
る
新
し
い
連
載
を
今
後
予
定
し
て
い
ま
す
。

サ
ー 

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
し
た
が
、
３
月

か
ら
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
（
au
）、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
モ
バ

イ
ル
の
サ
ー
ビ
ス
も
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」
は
、
気
象
庁
が
配
信
す

る
緊
急
地
震
速
報
や
、
国
や
地
方
公
共
団
体

が
配
信
す
る
災
害
・
避
難
情
報
な
ど
を
、
市

町
村
単
位
で
特
定
エ
リ
ア
へ
一
斉
配
信
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
町
民
皆
さ
ん
の
ほ
か
、

通
勤
や
通
学
な
ど
で
栗
山
町
を
訪
れ
て
い
る

方
に
つ
い
て
も
配
信
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
あ
た
っ
て
、

パ
ケ
ッ
ト
料
金
や
月
額
使
用
料
な
ど
の
料
金

は
か
か
り
ま
せ
ん
。
防
災
行
政
無
線
な
ど
の

設
備
の
無
い
本
町
に
と
っ
て
は
、
災
害
時
の

重
要
な
情
報
伝
達
手
段
と
な
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
サ
ー

ビ
ス
に
対
応
し
て
い
る
携
帯
電
話
の
機
種
や

利
用
方
法
に
つ
い
て
は
、各
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.nttdocom

o.co.jp/　
　
　

　

service/safety/aream
ail/index.htm

l

●
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
（
au
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.au.kddi.com

/notice/　
　

　

kinkyu_sokuho/index.htm
l

●
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
モ
バ
イ
ル

　

http://m
b.softbank.jp/m

b/service/　

　

urgent_new
s/



①
非
課
税
世
帯
の
方

◆
必
要
な
手
続
き
に
つ
い
て

「
減
額
認
定
証
を
お
持
ち
で
な
い
方
」
は
、

事
前
に
町
住
民
福
祉
課
で
の
交
付
申
請

が
必
要
で
す
。

◆
病
院
・
薬
局
な
ど
で
提
示
す
る
も
の

「
保
険
証
」
と
「
減
額
認
定
証
」
を
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。

②
非
課
税
世
帯
で
は
な
い
方
　　

◆
必
要
な
手
続
き
に
つ
い
て

　

事
前
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
病
院
・
薬
局
な
ど
で
提
示
す
る
も
の

　
「
保
険
証
」
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
非
課
税
世
帯
で
減
額
認
定
証
を

窓
口
に
提
示
し
な
い
方
は
従
来
ど
お
り
の

手
続
き
と
な
り
ま
す
（
高
額
療
養
費
の
支

給
申
請
を
し
て
い
た
だ
き
、
支
払
っ
た
窓

口
負
担
と
限
度
額
の
差
額
を
後
日
支
給
し

ま
す
）。
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Q. 自治基本条例って何ですか？

み
ん
な
で
つ
く
る　

ま
ち
の
〝

憲
法
” 

⑤

くりやまの自治基本条例をつくる会 活動中!!
町民が考える自治基本条例づくりを目指して

３つの作業チームを編成し、調査・研究のまとめと町民参加の方法を検討中。
　つくる会（高橋慎代表）では、「町民参加検討チーム」、「調査・研究チーム」、「論点整理チーム」
の３作業チームを編成し、昨年７月から進めた調査・研究のまとめとともに、今年４月以降の幅広
い町民参加の機会づくりについて検討しています。会議は月に１～２回。仕事を終えた夜 18：30
から集まり議論を重ねています。今回は、「町民参加検討チーム」の活動状況についてお知らせします。

町民参加検討チーム 開催日 検討内容

第１回会議 １月 10 日 ◎先進自治体における取り組み状況の把握
◎町民向け講演会の企画検討
　（４月中旬～先進自治体・ニセコ町の取り組みから学ぶ）
◎町広報掲載内容の検討第２回会議 １月 12 日

第３回会議 １月 26 日 ◎町民対象アンケート調査の手法検討
　（調査の目的、時期、対象人数などの事例研究）
◎町広報掲載内容の検討第４回会議 ２月 9 日

第５回会議 ２月 23 日 ◎町民向けワークショップ、意見交換会の手法検討

　町民参加検討チームでは、自治基本条例について、広く町民の皆さんが参
加できる講演会や意見交換会の開催や、アンケート調査などの実施について
検討を重ねています。これまでは、先進事例についても学び、町民議論のポ
イントとなる論点の整理を地道に進めてきましたが、これからが本格的な検
討段階に入ります。条例策定には多くの町民の皆さんとの関わりが重要とな
ります。一人でも多くの皆さんのご参加をお願いします。

町民参加検討チーム　田中秀典 委員（継立）

Ans． 将来の栗山町を 「住みよいまち」 にするために、 「町民」、 「議会」、 「行政」 それぞれが担うべき役割や権利を明確

　　　　（条例化） にするとともに、 まちの情報を共有し、　町民が参加するまちづくりの 「基本的なルール」 を定めるものです。

　　　　自治基本条例は、 今まで以上に、 町民みんなで考え議論して決める、 ふるさとのまちづくりに必要なルールです。

Ans． つくる会だけで策定するものではありません。 つくる会は、 町とともに条例策定の事務局として町民の意見などをまとめ

　　　　る役割を担っています。 現在、 条例づくりの基礎となる課題とポイントの整理や、 多くの町民の皆さんが条例策定に参

　　　　加できる機会づくりについて協議を行っています。 今年４月から講演会や懇談会などによる意見交換の機会を予定し

　　　　ており、 多くの町民皆さんの参加により策定 （町への提案） を進めます。

　　　　「まちづくりの “憲法”」 は町民の総意で考えるものです。
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後期高齢者医療制度

高額な外来診療の
お支払い方法について 

　

今
年
４
月
か
ら
外
来
診
療
に
お
け
る
高

額
療
養
費
の
取
扱
い
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

　

今
ま
で
窓
口
で
全
額
お
支
払
い
い
た
だ

い
て
い
た
も
の
が
、「
減
額
認
定
証
」
な

ど
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
外
来
診
療
で
も

一
定
額
以
上
を
支
払
う
必
要
が
な
く
な
り

ま
す
。

高
額
な
外
来
診
療
を
受
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　

皆
さ
ま
へ

　

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で
は
、

住
民
の
皆
さ
ま
の
代
表
と
し
て
、
制
度
の
運
営

に
関
す
る
重
要
事
項
を
ご
審
議
し
て
い
た
だ
く

運
営
協
議
会
委
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
応
募
資
格
】

道
内
在
住
の
満
20
歳
以
上
の
方
（
た
だ
し
、

議
員
や
公
務
員
を
除
く
）

【
応
募
人
数
】
５
人

【
任　
　

期
】

平
成
24
年
７
月
か
ら
２
年
間
（
開
催
は
年
３

～
４
回
を
予
定
し
て
い
ま
す
）

【
応
募
方
法
】

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
お
よ
び

町
住
民
福
祉
課
窓
口
に
あ
る
応
募
要
領
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
。

【
応
募
締
切
】
平
成
24
年
４
月
27
日
㈮

【
選　
　

考
】

選
考
委
員
会
を
設
置
し
、
提
出
さ
れ
た
小
論
文

な
ど
に
よ
り
総
合
的
に
委
員
を
選
考
し
ま
す
。

【
報
酬
な
ど
】

１
日
に
つ
き
５
０
０
０
円
の
報
酬
と
、
旅
費

を
支
給
し
ま
す

運
営
協
議
会
委
員
を

　
　
　
　

募
集
し
て
い
ま
す

　

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

☎ 

０
１
１
（
２
９
０
）
５
６
０
１

　

町
住
民
福
祉
課
住
民
保
険
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
７
５
０
８
（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

【 病院・薬局などで提示した場合の
　　　ひと月あたりの窓口負担限度額】

区　　分 外来受診の
窓口負担限度額

現役並み所得者 44,400 円

一　　　　　般 12,000 円

減額認定証
交付対象者

区分Ⅱ
  8,000 円

区分Ⅰ 

　　

高
額
な
外
来
診
療
を
受
け
た
と
き
、
ひ
と

月
の
窓
口
負
担
が
自
己
負
担
限
度
額
以
上

に
な
っ
た
場
合
で
も
、
い
っ
た
ん
そ
の
額

を
お
支
払
い
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。

　

限
度
額
を
超
え
る
分
は
、
窓
口
で
支
払
う

必
要
が
な
く
な
り
ま
す
（
た
だ
し
同
一
の

医
療
機
関
に
限
り
ま
す
）。

◆
対
象
と
な
る
方

　
「
減
額
認
定
証
」
の
対
象
と
な
る
方
は
、

左
表
の
区
分
Ⅱ
ま
た
は
区
分
Ⅰ
に
該
当
さ

れ
る
方
で
す
。

区分Ⅱ ・ 世帯全員が住民税非課税である方

区分Ⅰ

世帯全員が住民税非課税である方のう
ち、次のいずれかに該当する方

・ 世帯全員の所得が０円の方
 （公的年金収入のみの場合、その受給額が８０万円以下の方）

・ 老齢福祉年金を受給されている方

【  減額認定証の交付対象となる方】

⇒

こ
れ
ま
で

４
月
１
日
か
ら つくる会では、今年４月中旬に、全国で初めて条例を制定した先進自治体である

ニセコ町から講師を招き、講演会の実施を検討しています。

Q. 自治基本条例で何がかわるのですか？

Ans． 条例はルールです。 ルールをつくること自体で 「住みよいまち」 になるものではありません。 「まちづくりの “憲法”」 と

　　　　して広く町民に理解され、 みんなが参加できるまちづくりが推進されることによりはじめて意義が生まれるものです。

　　　　今まで以上に、町政に町民が参加できる権利が明確になり、町民の理解のもとまちの仕事を進めるきっかけとなります。

Q. 自治基本条例はつくる会だけで策定されるのですか？



元
気
に
成
長
し
て
い
ま
す
。
飼
育
さ
れ
て
い

る
里
親
の
中
に
は
、
稚
魚
に
愛
着
が
湧
き
、

放
流
し
な
い
で
こ
の
ま
ま
飼
っ
て
い
た
い

と
い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
私
達
は
あ
く
ま
で
も
里

親
で
す
の
で
、
４
月
の
稚
魚
放
流
時
に
は

帰
っ
て
く
る
こ
と
を
願
い
な
が
ら
、
放
流
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
「
サ
ケ
の
里
親
計
画
」
を
続
け
て

い
く
予
定
で
す
。
み
ん
な
で
一
緒
に
、
サ
ケ

の
帰
る
故
郷
を
夢
見
て
、
サ
ケ
の
稚
魚
放
流

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　

私
た
ち 

栗
山
青
年
会
議
所
で
す
。
③

　　

松
原
産
業
㈱
の
木
材
部
に
勤
務
す
る
西

田　

桂け
い

と
い
い
ま
す
。

　

私
た
ち
栗
山
Ｊ
Ｃ

は
、
夕
張
川
に
サ
ケ

を
蘇

よ
み
が
え

ら
せ
よ
う
と
、

サ
ケ
の
稚
魚
放
流
を

開
始
し
て
今
年
で
５

年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

サ
ケ
が
成
長
し
て
帰
っ
て
く
る
の
は
４

年
か
か
り
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
４
年
目
の
昨

年
、
栗
沢
の
頭
首
工
で
実
際
に
サ
ケ
が
遡そ

上じ
ょ
うし
て
い
る
こ

と
が
確
認
で
き

ま
し
た
。
今
後

も
持
続
的
に
遡

上
し
て
く
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
母
な
る
川
（
産
卵
場
所
）
へ
の

サ
ケ
の
遡
上
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
栗
沢

頭
首
工
へ
の
魚
道
設
置
や
支
流
に
お
け
る

落
差
工
の
改
修
な
ど
、
い
く
つ
か
の
課
題
を

解
決
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

Ｊ
Ｃ
メ
ン
バ
ー
み
ん
な
で
一
緒
に
解
決

で
き
る
方
法
を
考
え
て
い
た
ら
「
ま
ず
は
サ

ケ
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら
え
ば
い
ん
じ
ゃ

ね
」
っ
て
若
者
風
に
い
う
会
員
が
い
た
の

で
、昨
年
の
12
月
か
ら
「
サ
ケ
の
里
親
計
画
」

を
始
め
ま
し
た
。
現
在
、
里
親
の
20
世
帯

で
サ
ケ
の
稚
魚
４
０
０
匹
は
ス
ク
ス
ク
と

（いしぐろ　しゅうくん）

（やすがひら　さくらさん）（きくち　はるかさん）

サ
ケ
の
帰
る
、
ふ
る
さ
と
栗
山
に
！

松風第一

松風第二

寺 町

松風本町

松風第五

松風第六

松風第七

松風第八

松風第九

二 区

三 区

四 区

五 区

六 区

七 区

八 区

九 区

十 区

十 二 区

北 区

西 区

南

斉　藤　優　子
太　田　欣　仁
相　原　　　進
木　藤　　　清
松　本　泰　幸
畠　山　和　久
砂　田　正　樹
中　澤　利　昭
前　田　政　和
後　藤　忠　弘
上　田　泰　治
永　井　　　潔
楢　崎　忠　彦
古　野　廣　子
松　本　良　美
今　井　　　實
鳴　海　　　登
圓　成　應　一
長　﨑　　　忠
北　間　則　之
玉　川　繁　之
河　村　　　茂

山 の 手

桜 丘

松 栄

中 央

朝 日

朝日四丁目

栗山農事

中里団地

睦

新 里

と き わ

湯地中央

ふ じ 団 地

みなみ中里

青 葉

道 栄

富 士

中 里

湯 地

湯地第一

森

鳩 山

三　好　隆　幸
藤　原　東　峰
八木橋　義　則
磯　野　武　司
椛　澤　忠　彦
吉　本　信　昭
渡　辺　　　満
秦　　　則　行
山　田　正　敏
小　谷　　　博
中　井　　　穠
藤　田　憲　雄
高　橋　光　雄
渡　部　晃　一
根　井　隆　雄
中　井　繁　好
馬　場　雅　己
木　本　富　雄
上　田　崇　彦
山　内　義　彦
山　口　　　博
青　木　剛　克

雨 煙 別

緑 丘

北 学 田

桜 山

杵 臼

旭 台

共 和

三 日 月

阿 野 呂

大 井 分

南 学 田

御 園

南 角 田

円 山

東 山

滝 下

角 田

継 立

日 出

小　泉　直　美
中　井　良　一
上　田　　　廣
谷　内　喜一郎
細　山　孝　一
田　村　俊　彦
西　山　健　治
中　島　武　博
澤　田　義　夫
片　山　幸　男
中　谷　　　保
青　山　　　悟
吉　原　英　夫
石　川　　　巌
山　田　栄次郎
川　浦　慶　一
市　川　耕　一
木　内　勲　雄
草　間　真　性

新しい町内会長・自治会長が決まりました。
～１年間よろしくお願いします～（敬称略）

6

僕らを
育ててくれる
里親のみんな
を紹介するよ

7

北海道日本ハムファイターズ
HOKKAIDO  NIPPON-HAM  FIGHTERS

札幌ドームで栗山監督を
ファイターズを応援しよう！

　北海道日本ハムファイターズでは、4 月 3 日㈫午後６
時から札幌ドームで開催されるオリックス戦の C 指定席
に、栗山町にお住まいの方 50 組 100 人をご招待します。
　※応募多数の場合は抽選となります。
申込方法：

（１）往復はがき：往復はがきに観戦希望者（2 人 1 組）の代
表者の①住所②氏名③年齢④性別⑤電話番号⑥ファイターズ
ファンクラブ会員番号（会員のみ）⑦昨年の札幌ドームでの
観戦回数、およびあて先（返信はがき）をご記入の上、右記
へ申し込みください。

（２）球団 Web（PC・携帯）
PC の場合：www.fighters/kansen.co.jp にアクセスし、申込

フォームに所定事項を入力ください。
携帯の場合：右上の QR コードにアクセスし、申込フォーム

に所定事項を入力ください。
申込期限：3 月 20 日㈫　当日到着分まで有効。
申込住所：〒 062-8655 札幌市豊平区羊ケ丘 1 番地
　                 ㈱北海道日本ハムファイターズ「栗山町民応援デー」係
その他：当選者の方で上位席種（Ｓ指定席・Ａ指定席）をご希望される場合は、
試合当日にチケット引換場所にてアップグレードも受付けします（有料・席数限定）。
ご応募いただいた個人情報は㈱北海道日本ハムファイターズが適切に管理し、本件を
含むチケット関連の DM・アンケートによる案内以外には利用されません。

4 月 3 日は 栗山町民 応援デー！

 ３月３０日 

◆日　時　　3 月 30 日㈮　午後 6 時～
◆観戦場所　札幌ドーム 3 塁内野Ｃ指定席
◆参加費　　1 人 5,000 円（大人・小人）
　　※チケット・交通費を含みます
◆集合場所　カルチャープラザ Eki
◆出発時間　15：00（14：30 ～受付開始）

 参加者熱烈募集中！

◆定員　　　100 人
◆締切り　　3 月 16 日㈮　
　※定員になり次第、締め切ります
◆問い合わせ・申込先
　北海道日本ハムファイターズを応援する栗山の会
　会長　高杉　文浩
　携帯 090-8706-3849

栗山さんを応援しに行くぞ！

「北海道日本ハムファイターズを応援する栗山の会」では
３月３０日に札幌ドームで行われるパ・リーグ開幕戦（対 埼玉西武戦）の
バス観戦ツアーを企画しました。
栗山町にゆかりのある栗山英樹新監督の公式戦初采配を
町民あげて応援に行きましょう！

北海道日本ハムファイターズ

開幕戦応援バスツアー
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２
月
上
旬
に
、
ふ
じ
団
地
か
ら
由
仁
方
向

へ
向
か
う
町
道
「
栗
山
由
仁
線
」
で
、
点
々

と
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

捨
て
ら
れ
て
い
た
ご
み
を
調
査
し
た
と
こ

ろ
、
投
棄
者
は
判
明
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

捨
て
ら
れ
て
い
た
地
点
や
中
身
か
ら
、
常
習

者
の
し
わ
ざ
と
推
測
で
き
ま
す
。

　

も
し
、
あ
な
た
の
家
の
前
に
ポ
イ
捨
て
さ

れ
て
い
た
ら
不
愉
快
で
す
よ
ね
。
今
回
の
ゴ

ミ
は
町
職
員
が
片
付
け
ま
し
た
が
、
い
ろ
い

ろ
な
場
所
で
地
域
の
方
々
が
嫌
な
思
い
を
し

な
が
ら
片
付
け
て
い
ま
す
。

　

誰
も
片
づ
け
を
し
な
け
れ
ば
、
ど
の
よ
う

誰
が
片
付
け
る
の
？

ポイ捨てが多い栗山由仁線

事業所名 住所 電話
クリーンセンター㈱ 中央３ 73-3200

國耕産業㈲ 中央４ 72-3158

㈱日東総業 錦３ 72-3122

丸十岡山砂利㈱ 錦３ 72-0134

㈲ゆうせい運輸 旭台 72-1722

鈴木商店 大井分 75-2350

道央建設運輸㈱ 大井分 76-3121

　

３
月
は
引
っ
越
し
が
本
格
化
し
ま
す
。

引
っ
越
し
の
際
に
出
る
家
具
な
ど
の
大
型
ご

み
や
多
量
の
ご
み
は
、
町

の
粗
大
ご
み
と
し
て
収
集

は
し
ま
せ
ん
。
ご
自
分
で

環
境
セ
ン
タ
ー
へ
搬
入
す

る
か
、
左
表
の
一
般
廃
棄

物
収
集
運
搬
許
可
事
業
所

へ
依
頼
し
、処
理
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

町
環
境
生
活
課
環
境
対
策
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
7
5
1
1

春
は
引
っ
越
し
の
シ
ー
ズ
ン
！

多
量
に
出
た
ゴ
ミ
は
ど
う
す
れ
ば
？

一般廃棄物収集運搬許可事業所

ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
や
め
ま
し
ょ
う
！

な
街
並
み
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

ポ
イ
捨
て
は
、
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

栗
山
町
で
は
、
清
潔
で
美
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
、
快
適
な
生
活
を
保
つ
た
め
、「
空

き
缶
等
の
ポ
イ
捨
て
防
止
条
例
」
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
条
例
に
よ
り
、
ポ
イ
捨
て
な
ど
の
違

反
者
に
原
状
回
復
を
指
導
し
、
従
わ
な
い
場

合
は
勧
告
・
命
令
を
し
て
い
き
ま
す
。
そ
れ

で
も
従
わ
な
い
場
合
は
２
万
円
以
下
の
過
料

を
支
払
わ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
内
で
ポ
イ
捨
て
を
見
か
け
た
ら
、
車
の

特
徴
や
ナ
ン
バ
ー
を
控
え
、
下
記
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
違
反
者
に
は
強
い
姿
勢
で
臨

み
ま
す
。

ビールの缶などがまとめて捨てられています

いろんなゴミが散乱していました

ポイ捨てされたゴミを集めると 50㍑の袋が 2 つに！

目
撃
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
！

ポ
イ
捨
て
は
や
め
ま
し
ょ
う

減
ら
な
い
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て

生活と環境
【問い合わせ】　町環境生活課☎� 7510
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昨
年
、
道
内
の
刑
法
犯
の
件
数
は
前
年
比

３
・
８
％
減
の
４
万
９
２
６
８
件
と
な
り
過
去

最
少
で
し
た
。
う
ち
窃
盗
犯
は
同
６
・
５
％
減

の
３
万
６
７
２
６
件
で
す
。
た
だ
し
窃
盗
犯

の
う
ち
、
車
上
荒
ら
し
は
同
４
・
３
％
増
の

６
０
３
２
件
、
自
動
車
盗
は
同
６
・
８
％
増
の

４
６
９
件
と
と
も
に
増
え
て
い
ま
す
。

　

２
月
４
日
か
ら
５
日
に
か
け
、
近
隣
町
の

温
泉
駐
車
場
・
自
宅
駐
車
場
・
職
場
駐
車
場

な
ど
で
、
車
上
荒
し
に
よ
る
盗
難
が
15
件
発

生
し
ま
し
た
。
車
の
窓
ガ
ラ
ス
を
割
ら
れ
た

り
、
鍵
を
壊
さ
れ
た
り
し
て
、
現
金
や
Ｅ
Ｔ

Ｃ
カ
ー
ド
な
ど
の
被
害
に
遭
っ
た
も
の
で
す
。

こ
う
い
っ
た
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
も
、

次
の
事
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
車
の
キ
ー
を
つ
け
っ
ぱ
な
し
で
車
か
ら
離

れ
な
い

商
店
で
の
買
い
物
な
ど
で
「
ち
ょ
っ
と
だ
か

ら
」、
エ
ア
コ
ン
を

切
り
た
く
な
い
な

ど
、
キ
ー
を
つ
け

た
ま
ま
車
か
ら
離

れ
る
の
は
絶
対
や

め
ま
し
ょ
う
。

②
車
内
に
バ
ッ
ク
や
上
着
を
置
か
な
い

犯
人
は
、
財
布
や
金
品
を
連
想
し
て
し
ま
う

物
が
車
内
に
あ
る
と
、
手
当
た
り
次
第
、
無

あ
な
た
の
車
が
狙
わ
れ
て
い
ま
す
！

差
別
に
犯
行
に
お
よ
び
ま
す
。
手
荷
物
は
持

ち
運
び
、
重
い
荷
物
な
ど
は
ト
ラ
ン
ク
に
入

れ
て
、
見
え
な
い
よ
う
に
隠
し
ま
し
ょ
う
。

③
防
犯
装
置
を
取
り
付
け
る

高
額
な
カ
ー
ナ
ビ
や

カ
ー
ス
テ
レ
オ
な
ど

の
装
備
車
は
、
防
犯

装
置
を
取
り
付
け
る

か
、
外
か
ら
見
え
に

く
い
場
所
に
セ
ッ
ト

す
る
か
、
取
り
外
し
可
能
な
タ
イ
プ
を
選
び

ま
し
ょ
う
。  

④
ク
レ
ジ
ッ
ト
機
能
付
き
Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ
ー
ド
は
、

つ
け
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い

ク
レ
ジ
ッ
ト
機
能
付
き
Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ
ー
ド
は
、

現
金
と
同
じ
で
す
。
車
か
ら
降
り
る
際
に

は
、
必
ず
抜
き
取
り
ま
し
ょ
う
。

　

３
月
に
な
る
と
、
新
た
に

運
転
免
許
を
取
得
し
た
多
く

の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
、
交
通
社

会
に
仲
間
入
り
し
ま
す
。

　

初
心
者
マ
ー
ク
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
安
心
し

て
運
転
で
き
る
よ
う
、
思
い
や
り
の
あ
る
運

転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
暖
か
く
な
る
と
路
面
の
乾
燥
が
進

み
ま
す
が
、
朝
晩
、
日
陰
や
橋
の
上
な
ど
で
は
、

凍
結
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
速
度
を

抑
え
、
路
面
状
況
に
対
応
で
き
る
運
転
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。  

○
高
齢
者
や
子
ど
も
を
見
か
け
た
ら
徐
行
し
、

思
い
や
り
の
あ
る
運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
、
も
し
も
の
時
の
命
綱

で
す
。「
近
所
ま
で
だ
か
ら
」
と
油
断
せ

ず
、
後
部
座
席
を
含
め
た
す
べ
て
の
座
席
で

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
必
ず
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

○
６
歳
未
満
の
幼
児
を
乗
車
さ
せ
る
時
は
、

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

○
自
ら
が
率
先
し
て
デ
イ
・
ラ
イ
ト
（
昼
間

点
灯
）
運
転
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

○
採
用
予
定
者　

１
人

○
採
用
条
件  

・
心
身
が
健
全
な
方

　
　
　
　
　

  

・
栗
山
市
街
に
在
住
の
方

　
　
　
　
　

  

・
25
歳
か
ら
60
歳
以
下
の
方

　
　
　
　
　
　
（
平
成
24
年
４
月
１
日
現
在
）

○
業
務
内
容 

通
学
路
に
お
い
て
児
童
の
交　

　
　
　
　

   

通
指
導
と
安
全
の
確
保

○
勤
務
時
間   

午
前
７
時
30
分
～
８
時
30
分

　
　
　
　
　

   

午
後
２
時
30
分
～
３
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
変
更
あ
り
）

○
報　

酬　

   

規
定
に
よ
り
支
給
し
ま
す

○
提
出
書
類   

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
）

○
締　

切　

   

平
成
24
年
３
月
15
日
㈭

○
提
出
・
問
合
せ
先　
　

　

町
環
境
生
活
課
生
活
安
全
グ
ル
ー
プ　

　

☎
�
７
５
１
０

　

初
心
運
転
者
へ
の
思
い
や
り
と

　
　
　
　
　
　
融
雪
期
の
安
全
運
転 

交
通
安
全
女
性
指
導
員
を
募
集
し
ま
す



　

こ
こ
２
～
３
年
ほ
ど
前
か
ら
頻
繁
に
「
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
」
を
推
奨
す
る
Ｃ
Ｍ
を
見

か
け
る
よ
う
に
な
り
、
一
般
的
に
も
認
知
度

は
か
な
り
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す

　

私
自
身
は
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
」
に

つ
い
て
全
て
に
お
い
て
は
推
奨
で
き
ま
せ
ん

が
、
現
在
、
皆
様
が
関
心
の
あ
る
問
題
と
し
て
、

今
一
度
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
般
に
「
後
発
医
薬
品
」
と
呼
ば
れ
、
薬

品
メ
ー
カ
ー
が
一
番
最
初
に
作
っ
た
「
先
発

医
薬
品
」
の
特
許
が
切
れ
た
後
、
そ
の
成
分

を
真
似
て
作
っ
た
薬
の
こ
と
で
す
。

　

日
本
で
の
普
及
率
は
数
量
ベ
ー
ス
で
よ
う

や
く
20
％
を
超
え
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
欧
米

で
は
既
に
50
％
を
超
え
て
い
ま
す
。

①
薬
代
が
安
く
な
り
ま
す

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
新
薬
に
必
要
な

健康のコラムジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
つ
い
て

health columu
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名
な

　勇
はや

人
と

開
発
費
用
の
部
分
が
不
要
と
な
り
節
約
で

き
る
た
め
、
そ
の
価
格
が
先
発
医
薬
品
の
２

～
８
割
程
度
と
安
く
済
む
こ
と
が
、
最
大
の

メ
リ
ッ
ト
で
す
。

②
国
の
医
療
費
の
節
約
に
も
な
り
ま
す

一
般
的
に
患
者
さ
ん
の
負
担
額
は
１
～
３

割
で
す
。
と
い
う
こ
と
は
、
残
り
の
７
～
９

割
を
国
が
支
払
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に

変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
将
来
的
に
は
医
療

費
削
減
に
莫
大
な
効
果
を
も
た
ら
し
ま
す
。

③
剤ざ

い

形け
い

加
工
の
工
夫
が
可
能
で
す

先
発
医
薬
品
で
は
大
き
く
て
飲
み
づ
ら

か
っ
た
薬
が
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
で

は
小
さ
く
飲
み
や
す
い
よ
う
に
工
夫
し
て

あ
っ
た
り
、
先
発
医
薬
品
で
出
現
し
た
副
作

用
が
で
な
い
よ
う
に
し
て
あ
っ
た
り
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

①
す
べ
て
の
成
分
が
先
発
医
薬
品
と
同
じ
と

は
限
り
ま
せ
ん

主
要
成
分
は
先
発
医
薬
品
と
同
じ
で
す
が
、

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
仕
方
や
内
部
構
造
、
そ
の

他
に
も
添
加
物
が
違
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ

り
体
内
で
薬
の
溶
け
出
す
速
度
が
変
化
し

た
り
、
有
効
成
分
が
分
解
さ
れ
や
す
く
な
っ

た
り
と
、
薬
の
作
用
が
大
き
く
変
化
し
、
薬

の
効
き
過
ぎ
、
効
果
の
有
無
の
差
な
ど
を
も

た
ら
す
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

②
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
は
「
安
全
性
試

験
」
が
あ
り
ま
せ
ん

先
発
医
薬
品
は
製
薬
会
社
に
よ
る
「
安
全
性

の
試
験
」
を
し
っ
か
り
行
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
は
製
薬
会

社
に
よ
る
「
有
効
性
試
験
」
は
あ
り
ま
す
が
、

※
栗
山
町
地
域
医
療
協
議
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、
町
内
で
開
業
し
て
い
る
医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
さ
ん
に
よ
る
「
リ
レ
ー
方
式
」
で
連
載
し
て
い
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
？

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
デ・

メ
リ
ッ
ト

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
普
及
が
も
た
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

最
大
の
課
題

　

結
果
的
に
社
会
全
体
で
の
医
療
コ
ス
ト
が

か
え
っ
て
増
大
す
る
こ
と
に
な
っ
た
り
、
新

た
な
病
気
が
発
見
さ
れ
た
と
き
の
新
薬
対
応

が
遅
れ
、
予
期
せ
ぬ
大
き
な
社
会
的
損
失
を

生
ん
で
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
普
及
が
日
本
よ

り
ず
っ
と
進
ん
で
い
る
海
外
、
た
と
え
ば
ド

イ
ツ
で
は
、
い
ま
や
国
内
の
製
薬
企
業
は
、

自
ら
新
薬
の
開
発
を
行
わ
な
い
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
メ
ー
カ
ー
ば
か
り
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
ド
イ
ツ
の
国
家
財

政
は
改
善
し
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ

ま
で
ド
イ
ツ
国
内
で
蓄
積
さ
れ
て
き
た
新
薬

開
発
の
イ
ン
フ
ラ
は
ほ
と
ん
ど
無
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
す
。

　

◇　

◇　

◇　

◇

　

私
自
身
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
」
に
対

し
否
定
も
肯
定
も
し
ま
せ
ん
が
、
こ
の
よ
う

な
背
景
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
も
大
事
だ

と
考
え
、
あ
え
て
否
定
的
な
意
見
を
多
く
述

べ
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
一
流
の
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
メ
ー
カ
ー

は
し
っ
か
り
研
究
を
重
ね
、
先
発
医
薬
品
と

同
等
も
し
く
は
そ
れ
以
上
の
品
質
を
追
求
し

て
い
る
の
も
事
実
で
す
。
私
た
ち
薬
剤
師
は

患
者
さ
ん
か
ら
の
求
め
が
あ
っ
た
際
に
は
、

こ
の
よ
う
な
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
メ
ー
カ
ー
の
医

薬
品
を
選
定
で
き
る
よ
う
に
日
々
、
情
報
収

集
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

に
変
更
し
た
い
場
合
に

は
、
か
か
り
つ
け
医
師
や

薬
剤
師
に
十
分
に
相
談
し

て
、
よ
り
品
質
の
高
い
医

薬
品
を
選
ん
で
も
ら
い
ま

し
ょ
う
。

「
安
全
性
の
試
験
」
は
あ
り
ま
せ
ん
。

③
技
術
力
の
差
に
よ
っ
て
効
果
に
違
い
が
出

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

投
入
し
て
い
る
予
算
が
全
く
違
う
の
で
、
そ

の
技
術
に
は
雲
泥
の
差
が
あ
り
ま
す
。
同

じ
成
分
、
同
じ
添
加
物
、
同
じ
錠
形
、
す

べ
て
が
先
発
医
薬
品
と
同
じ
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
で
も
、
不
明
部
分
の
製
造
方
法

に
大
き
な
差
が
出
て
、
効
果
に
違
い
が
出

て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

④
情
報
量
の
乏
し
さ
が
見
ら
れ
ま
す

一
部
の
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
メ
ー
カ
ー
は
、
副

作
用
な
ど
何
か
あ
っ
た
場
合
、
情
報
提
供

体
制
の
未
熟
さ
が
み
ら
れ
ま
す
。

　

先
発
医
薬
品
メ
ー
カ
ー
は
そ
の
利
益
を
、

次
の
新
た
な
医
薬
品
開
発
に
振
り
向
け
て
い

ま
す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
ば
か
り
が
普

及
す
る
と
、
こ
の
サ
イ
ク
ル
が
崩
れ
、
開
発

コ
ス
ト
が
回
収
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

世
の
中
に
は
ま
だ
ま
だ
、
新
た
に
有
効
な

治
療
薬
や
ワ
ク
チ
ン
を
必
要
と
す
る
病
気
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
は
長

期
的
に
新
薬
を
開

発
す
る
こ
と
で
対

応
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

し
か
し
、
国
家
と
し
て
目
先
の
医
療
費
だ

け
を
下
げ
る
こ
と
に
懸
命
に
な
っ
て
し
ま
う

と
、「
新
薬
開
発
に
よ
っ
て
、
将
来
的
な
医
療

の
進
歩
と
国
民
の
健
康
増
進
を
図
っ
て
い
く
」

と
い
う
長
期
的
視
点
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
次
の
年
齢
の
方
を
対
象
に
昨
年

の
９
月
ご
ろ
に
「
子
宮
頸
が
ん
検
診
・
乳
が

ん
検
診
・
大
腸
が
ん
検
診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン

券
」
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　

無
料
で
受
診
で
き
る
期
限
は
３
月
31
日
で

す
。
期
日
が
迫
っ
て
い
ま
す
の
で
、
早
め
に

検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

※
検
診
の
受
け
方
と
検
診
機
関
は
、
ク
ー
ポ

ン
券
と
同
封
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
対
象
と
な
る
方

平
成
23
年
４
月
20
日
時
点
で
栗
山
町
に
住

民
登
録
を
し
て
い
る
方
で
、
次
に
該
当
す
る

方
・
子
宮
頸
部
が
ん
検
診

22
年
度
に
20
歳
・
25
歳
・
30
歳
・
35
歳
・
40

歳
に
な
っ
た
女
性

・
乳
が
ん
検
診

22
年
度
に
40
歳
・
45
歳
・
50
歳
・
55
歳
・
60

歳
に
な
っ
た
女
性

・
大
腸
が
ん
検
診

22
年
度
に
40
歳
・
45
歳
・
50
歳
・
55
歳
・
60

歳
に
な
っ
た
方

　

日
本
で
は
平
成
10
年
か
ら
12
年
連
続
で
、

自
殺
者
数
が
年
間
3
万
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
交
通
事
故
で
死
亡
す
る
人
の
数
よ
り

も
は
る
か
に
多
い
数
字
で
す
。

　

い
じ
め
を
苦
に
し
た
自
殺
や
、
家
族
の
看

護
・
介
護
疲
れ
に
よ
る
自
殺
、
借
金
や
生
活

苦
に
よ
る
自
殺
な
ど
、
自
殺
の
ニ
ュ
ー
ス
を

見
聞
き
す
る
こ
と
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

自
殺
は
私
た
ち
の
身
近
な
社
会
の
中
で
起

こ
っ
て
い
る
深
刻
な
問
題
で
す
。
こ
の
よ
う

な
厳
し
い
現
状
を
踏
ま
え
、
国
は
、
最
も
自

殺
者
の
多
い
３
月
を
「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」

と
定
め
ま
し
た
。

　

自
殺
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
の
役
割
も
大
切
で
す
。

　

自
殺
を
考
え
て
い
る
人
は
、
悩
み
を
抱
え

な
が
ら
も
救
い
を
求
め
て
お
り
、
本
人
が
意

識
し
て
い
な
く
て
も
、
言
葉
や
行
動
な
ど
の

中
で
何
ら
か
の
サ
イ
ン
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

そ
の
サ
イ
ン
を
、
周
囲
に
い
る
人
た
ち
が
敏

感
に
気
づ
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

次
の
よ
う
な
サ
イ
ン
を
多
く
認
め
る
場
合

は
、
自
殺
の
危
機
が
迫
っ
て
い
ま
す
。

　

も
し
、
身
近
に
、
最
近
元
気
が
な
く
な
っ
た
、

様
子
が
変
わ
っ
た
な
ど
自
殺
の
サ
イ
ン
が
見

ら
れ
る
人
が
い
た
ら
、
自
然
な
雰
囲
気
で
話

し
か
け
、
そ
の
人
の
悩
み
に
じ
っ
く
り
耳
を

傾
け
ま
し
ょ
う
。「
手
を
差
し
伸
べ
、
話
を
聞

く
こ
と
」
は
、
悩
み
を
抱
え
る
人
の
心
を
軽

く
し
、
支
え
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

■
自
殺
の
サ
イ
ン
■

□
気
分
が
沈
む
、
自
分
を
責
め
る
、
仕
事
の

能
率
が
お
ち
る
、
決
断
で
き
な
い
、
不
眠

が
続
く
な
ど
、
う
つ
病
の
症
状
が
あ
る

□
原
因
不
明
の
身
体
の
不
調
が
長
引
く

□
お
酒
の
量
が
増
え
る

□
安
全
や
健
康
が
保
て
な
い

□
仕
事
の
負
担
が
増
え
た
り
、
職
を
失
っ
た

り
、
大
き
な
失
敗
を
し
た
り
す
る
な
ど
、

大
き
な
ス
ト
レ
ス
や
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感

じ
て
い
る

□
職
や
地
位
、
家
族
、
財
産
な
ど
、
本
人
に

と
っ
て
価
値
の
あ
る
も
の
を
失
う

□
重
い
病
気
に
か
か
る
な
ど
、
健
康
上
の
悩

み
が
あ
る

□
自
殺
を
口
に
す
る
よ
う
に
な
る

□
自
殺
未
遂
に
及
ぶ

　

自
殺
し
た
人
の
多
く
は
、
自
殺
す
る
直
前

に
う
つ
病
な
ど
の
精
神
疾
患
に
か
か
っ
て
い

る
こ
と
が
多
く
、
本
人
を
理
解
し
て
く
れ
る

家
族
、
友
人
な
ど
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
連
携

し
て
、
早
め
に
医
療
機
関
な
ど
専
門
家
に
相

談
し
治
療
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

●
相
談
先

町
地
域
医
療
・
保
健
対
策
室　

☎ 

�
２
２
５
６
（
直
通
）

北
海
道
い
の
ち
の
電
話
（
24
時
間
対
応
）

☎
０
１
１
‐
２
３
１
‐
４
３
４
３

Health     H
ealth     Health     Health     H

ealth     H
ealth    H

ealth     H
ealth     Health     Health     Health     H

eal
th 

    
H

ea
lth

    
 H

ea
lth

    
 H

ea
lth

元気が
一番！！
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大切な人の悩みに
気づいてください 

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
使
っ
て

                

　
　
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

３
月
は
『
自
殺
対
策
の
強
化
月
間
』
で
す

周
囲
の
人
の
「
気
づ
き
」

　
　「
つ
な
ぎ
」「
見
守
り
」
が
大
事

●
早
め
の
受
診
・
相
談

●
サ
イ
ン
に
気
づ
い
た
ら

【問い合わせ】　町地域医療・保健対策室　☎ �2256

無料クーポンが
　　お宅に眠っていませんか？

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
メ
リ
ッ
ト

新薬開発を進めるメーカーも多い

がん検診未受診者の方に、アンケートをお願いしています。回答期限を３月末日まで延長しますので、皆さんのご協力をお願いします。

※広報 26 ページの「心の健康相談」もご利用ください！



　
　

　

子
育
て
に
悩
み
は
つ
き
も
の
。
今
回
は
、
子

ど
も
の
し
つ
け
の
時
に
試
し
て
欲
し
い
ポ
イ
ン

ト
を
紹
介
し
ま
す
。

子
ど
も
に
ダ
メ
！
ダ
メ
！
と
ば

か
り
言
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？

「
～
し
ち
ゃ
ダ
メ
」
で
は
な
く
、

「
～
し
よ
う
ね
」
と
伝
え
方
を
変
え
て
み
ま
し
ょ
う

【
例
】

×
「
妹
の
も
の
を
と
っ
た
ら
ダ
メ
で
し
ょ
！
」

○
「
使
い
た
い
時
は
、
妹
に
使
っ
て
い
い
か
聞

い
て
ね
」

子
ど
も
に
し
て
ほ
し
い
こ
と
を
わ

か
り
や
す
く
具
体
的
に
伝
え
る

子
ど
も
が
キ
ラ
キ
ラ
育
つ
ま
ち

ま
ち
と
い
う
名
の
家
族

－問い合わせ－
町住民福祉課

福祉・子育てグループ
☎� 2222
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何
度
言
っ
て
も
、
同
じ
こ
と
を

繰
り
返
し
て
し
ま
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？

　

こ
ち
ら
は
伝
え
て
い
る
つ
も
り
で
も
、
子
ど

も
に
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
可
能
性
も
…

　
『
ち
ゃ
ん
と
す
る
』『
い
い
子
に
す
る
』
な
ど

の
曖
昧
な
表
現
は
わ
か
り
に
く
い
の
で
、
子
ど

も
も
ど
う
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
場
合
が
多

い
よ
う
で
す
。

　

わ
か
り
や
す
く
具
体
的
に
、
ど
う
行
動
し
て

欲
し
い
か
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

【
来
客
が
あ
る
時
の
例
】

×
「
ち
ゃ
ん
と
し
て
ね
」

○
「
お
客
さ
ん
が
来
た
時
は
、
こ
ん
に
ち
は
と

挨
拶
し
て
ね
」

子
ど
も
の
そ
ば
で
視
線
を
合
わ

せ
て
言
う

し
て
ほ
し
い
行
動
が
出
来
た
時

は
、ほ
め
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
！

　

人
は
ほ
め
ら
れ
る
と
、
脳
か
ら
ド
ー
パ
ミ
ン

が
出
る
の
で
、
直
前
の
行
動
が
定
着
し
や
す
く

な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
う
ち
の
子
は
、
ほ
め
る
と
調
子
に
の
っ
て

し
ま
う
」
と
言
う
場
合
は
…

　

ほ
め
る
理
由
を
伝
え
て
い
な
い
か
ら
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。理
由
が
わ
か
ら
ず
ほ
め
ら
れ
る
と
、

子
ど
も
は「
自
分
は
す
ご
い
！
」と
調
子
に
乗
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　【
例
】

「
こ
ん
に
ち
は
が
言
え
て
、マ
マ
は
う
れ
し
か
っ

た
わ
」
な
ど

何
が
良
か
っ
た
の
か
を
具
体
的
に

言
葉
で
伝
え
る

　

3
月
31
日
を
も
っ
て
角
田
保
育
所
は

閉
所
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
思
い
出
が
た
く
さ
ん

詰
ま
っ
た
保
育
所
と
も
、
い
よ
い
よ
お

別
れ
で
す
。
閉
所
式
で
は
懐
か
し
い
写

真
や
卒
所
記
念
文
集
を
用
意
し
て
い
る

ほ
か
、
ス
ラ
イ
ド
の
上
映
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
つ
き
た
て
の
お
餅
も

用
意
し
ま
す
の
で
、
会
食
し
な
が
ら
皆

さ
ん
と
保
育
所
の
思
い
出
を
語
り
、
ひ

と
時
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　

角
田
保
育
所
に
ゆ
か
り
の
あ
っ
た
皆

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

＊
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
3
月
19
日

㈪
ま
で
に
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

　
【
日　

時
】　

3
月
25
日
㈰

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

　
【
場　

所
】　

角
田
保
育
所

　
【
問
い
合
わ
せ
】

　
　

角
田
保
育
所　

☎
�
1
7
0
6

角
田
保
育
所

　 

「
閉
所
式
」
の
お
知
ら
せ

ポイント

ポイント

ポイント

ためして

栗
山
い
ち
い
保
育
園 

☎
�
１
５
７
２

【
園
開
放
】

日　

時　

3
月
7
日
㈬
・
14
日
㈬　
　
　

　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時

　

対　

象　

未
就
学
児

角
田
保
育
所
☎
�
１
７
０
６

【
い
ち
ご
ク
ラ
ブ
】

日　

時　

3
月
8
日
㈭

　
　
　
　

 

午
前
9
時
30
分
～
正
午

内　

容　

お
別
れ
会
（
ク
レ
ー
プ
作
り
）

対　

象　

23
年
度
中
に
い
ち
ご
ク
ラ
ブ
を

利
用
し
た
こ
と
の
あ
る
親
子
歳

参
加
費　

大　

人　

2
0
0
円

　
　
　
　

子
ど
も　

1
0
0
円

申
し
込
み　

3
月
5
日
㈪
ま
で

13

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　「
ス
キ
ッ
プ
」
☎
�
１
２
８
０

　
【
ひ
よ
こ
グ
ル
ー
プ
】

日　

時　

3
月
13
日
㈫

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

内　

容　

手
形
・
足
型
取
り
・
計
測

対　

象　

０
歳
～
１
歳
５
カ
月
児
と
そ
の

保
護
者

　
【
こ
あ
ら
グ
ル
ー
プ
】

日　

時　

3
月
27
日
㈫

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

内　

容　

手
形
・
足
型
取
り
・
計
測

対　

象　

１
歳
半
～
就
学
前
ま
で
の
幼
児

と
そ
の
保
護
者

　
【
パ
ク
モ
グ
相
談
】

日　

時　

3
月
16
日
㈮

午
前
11
時
～
正
午　

内　

容　

栄
養
相
談
・
試
食 

※
希
望
さ
れ

る
方
は
午
前
10
時
30
分
か
ら
試

食
作
り
（
要
予
約
）

対　

象　

就
学
前
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者

　
【
お
楽
し
み
会
】

日　

時　

3
月
15
日
㈭

午
前
10
時
30
分
～
午
後
12
時
30
分

内　

容　

ゲ
ー
ム
・
会
食
・
不
用
品
バ
ザ
ー

参
加
費　

大　

人
2
0
0
円

　
　
　
　

子
ど
も
1
0
0
円
（
会
食
代
）

申
し
込
み　

3
月
13
日
㈫
ま
で

あ
そ
び
の
広
場

…
問
い
合
わ
せ
は
各
施
設
へ
…

　
【
育
児
サ
ー
ク
ル
ま
め
っ
こ
】

日　

時　

3
月
1
日
㈭

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

内　

容　

親
子
ク
ッ
キ
ン
グ

　
【
土
曜
開
放
】

日　

時　

3
月
24
日
㈯

午
前
10
時
～
正
午

内　

容　

自
由
遊
び
・
遊
戯
室
遊
び
・　

絵
本
読
み
聞
か
せ

対　

象　

就
学
前
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者

　
　
　

3
月
の

●材料　4 人分　（1 人分 399kcal）
鶏もも肉…300㌘　小松菜…130㌘
ニンジン…1 本　　じゃがいも…250㌘　
牛乳…カップ 4　　みそ…大さじ 2
小麦粉…大さじ 4　サラダ油・塩…適量

●作り方
①小松菜は５㌢の長さに切り、にんじんは、５

㍉の厚さの半月切りにする。じゃがいもは皮
をむいて、一口大に切る。

②鶏肉は脂を取り除き、一口大に切る。
③ 油を適量ひいた鍋に鶏肉を皮を下にしてい

れ、強火で両面をこんがり焼く。焼き色が
ついたら、にんじんを加え炒め合わせる。

④全体に油が回ったら小麦粉を加えて弱めの中
火で炒める。粉っぽさがなくなったら火を止
め、牛乳を３回に分けて加え、そのつどダマ
にならないようによく溶き混ぜる。

⑤再び火にかけ、じゃがいもを加えて混ぜなが
ら中火で 10 分から 15 分ほど煮る。

⑥みそを溶き入れ、小松菜を加えてサッと煮る。
味をみて足りなければ塩少々で整える。

　町地域医療・保健対策室　管理栄養士　上西　洵子

子どもと一緒においしく…栗産栗消

いただきます！くりやま

みそクリームシチュー

継
立
保
育
所
☎
�
２
０
３
２

【
わ
く
わ
く
広
場
】

日　

時　

3
月
14
日
㈬　

　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
40
分

内　

容　

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
遊
び
・
給
食
試
食

参
加
費　

大
人
2
6
0
円

定　

員　

10
組

対　

象　

1
歳
半
～
未
就
園
児

申
し
込
み　

3
月
7
日
㈬
ま
で

      　
　

   

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

3
月
15
日
㈭
の

子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
開
放
は

午
後
１
時
ま
で



　　　

駅
前
通
り
に
老
舗
菓
子
店
『
前
田
菓
子

舗
』
が
あ
り
ま
す
。
お
店
の
3
代
目  

前
田

真
里
さ
ん
と
、
お
母
さ
ん
の
裕
子
さ
ん
に

お
話
を
聞
い
て
来
ま
し
た
。

　

前
田
菓
子
舗
は
、
昭
和
26
年
に
、
真
里

さ
ん
の
祖
父 

徳
次
郎
さ
ん
が
飴
を
販
売
し

た
の
が
始
ま
り
で
す
。
こ
の
こ
ろ
栗
山
の

一
般
家
庭
で
も
、
砂
糖
が
手
に
入
り
や
す

く
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

十
数
年
後
に
は
、
2
代
目
の
稔
さ
ん
が

学
校
で
洋
菓
子
の
作
り
方
を
学
び
、
和
菓

子
だ
け
で
な
く
ケ
ー
キ
を
扱
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
か
ら
四
十
数
年
前
は
ま
だ

生
ク
リ
ー
ム
が
一
般
的
で
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
な
に
か
お
店
の
看
板
商
品
を
つ
く

ら
な
け
れ
ば
・
・
と
稔
さ
ん
が
試
行
錯
誤

し
て
作
っ
た
も
の
が
、
今
で
も
変
わ
ら
ず

愛
さ
れ
続
け
て
い
る
、
一
番
の
人
気
商
品

『
オ
ム
レ
ツ
ケ
ー
キ
』
で
す
。

　

長
年
、
味
を
守
り
続
け
て
い
る
、
真

里
さ
ん
と
裕
子
さ
ん
は
「
前
田
菓
子
舗

の
『
味
』
を
求
め
て
来
て
く
れ
る
お
客
さ

ん
に
、
い
つ
来
て
も
変
わ
ら
な
い
味
を
届

け
た
い
で
す
。
昔
は
お
母
さ
ん
に
連
れ
ら

れ
て
来
て
た
子
ど
も
が
、
今
で
は
、
親
に

な
っ
て
子
ど
も
た
ち
を
連
れ
て
来
て
く
れ

ま
す
。
お
客
さ
ん
の
期
待
を
裏
切
り
た
く

な
い
で
す
ね
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

栗山のモノづくりを応援します！

ま ち の ひ ろ ば ◦ ◦ ◦

い
つ
も
変
わ
ら
な
い
味
を

前
田
菓
子
舗
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み
ん
な
に
親
し
ま
れ
61
年

栗山のあらゆるモノづくりを募集！自薦他薦は問いません。
【問い合わせ】町総務課広報情報グループ☎ �7501

　　　

真
里
さ
ん
は
、
17
年
前
に
2
代
目
の
稔

さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
の
を
機
に
、
後
を
継

い
で
お
菓
子
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
、
誕
生
日
用
の
デ
コ
レ
ー
シ
ョ

ン
ケ
ー
キ
を
仕
上
げ
て
い
た
真
里
さ
ん
は

「
ケ
ー
キ
は
、
思
い
出
に
残
る
イ
ベ
ン
ト
の

真
ん
中
で
、
い
つ
も
笑
顔
と
一
緒
に
あ
り

ま
す
よ
ね
。
ケ
ー
キ
を
作
る
の
っ
て
、
と

て
も
幸
せ
な
仕
事
で
す
よ
」
と
笑
顔
で
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　　

前
田
菓
子
舗
は
、
ケ
ー
キ
な
ど
の
洋
菓

子
の
ほ
か
に
、
栗
山
の
郷
土
芸
能
の
名
が

つ
い
た
『
傘
お
ど
り
』、『
み
の
り
太
鼓
』

な
ど
の
和
菓
子
を
扱
っ
て
い
ま
す
。
贈
答

品
や
、
お
み
や
げ
な
ど
に
も
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

店内にはたくさんのお菓子がならぶ

ケ
ー
キ
は
い
つ
も
笑
顔
の

真
ん
中
に
あ
る

交番

栗山駅

商店街イベント広場

前田菓子舗

住　所  栗山町中央 3丁目 27
電　話　72-1374（不定休）

誕生日ケーキを仕上げる前田真里さん

震災パネル展
「市民が撮った 3.11」

日程／ 3月3 日㈯～ 7 日㈬

てってって広場
～親子一緒に簡単な物作り～
日時／ 3月6 日㈫、20 日㈫ 10：30 ～
　6 日・・手作りおもちゃカンコン雪だるま
  20 日・・ちょうちょさん（壁面製作 )

アート刻書展
刻書芸術会員 岩崎芳山氏
日程／ 3月8 日㈭ ～ 31 日㈯
～素敵な作品の数々！この機会にぜ
ひご覧ください！～

まちの駅講座
「春のメイクアップレッスン」

日程／ 3月14 日㈬
　　　 10：00 と 14：00 の 2 回
～お化粧の仕方を資生堂美容部員がキ
レイになれる方法を教えてくれます～
　※メイクレッスン受講された方には
化粧品サンプルのお土産あり。

【申し込み・問い合わせ】
　モリイ化粧品　☎ �0227

春待ちゆっくり市
日時／ 3月23 日㈮ 18：00 ～ 20：00
※楽しいイベント企画中

大好評！手打ちそば
毎週金曜日は、おそばの日！
3 月は 2日･9日・16日・23日・30日です。

街かど介護相談
日時／毎週金曜日　11：00 ～14：00

【問い合わせ】 まちの駅「栗夢プラザ」
☎ �5515・℻ �5535
ホームページ
http://www.kurimu-plaza.com/
開館時間　  10：00 ～ 17：00

3 月 の イ ベ ン ト

こんにちは！

消費生活
相談室  

です

ご相談は南空知消費生活相談室へ
■日時╱毎週月・木曜日

13：00 ～ 16：00
■場所╱勤労者福祉センター
■栗山消費者協会╱☎�3581

【問い合わせ】町くりやまブランド推進室　☎ �7516

2012 栗山公園だより３月号　vol.48

【問い合わせ】
栗山公園案内所　☎ �0706
指定管理者　たかはしダリア

    最新情報を簡単アクセス
http://t-daria.com/parktop
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　なかよし動物園でも人気の『サル』ですが、人間の祖先ともいわれ、
人間との関係も深いせいか、サルが登場することわざがたくさんあり
ます。今回はそんなことわざをクイズにしてみました。ことわざと意
味を結んでみましょう。答えはページの下にあります。

第三弾

～サルのことわざクイズ～

■相談事例
　カナダなど海外からのダイレクトメールで「あなたは当選しました。高
額賞金を受け取る権利があります」などと誘惑してお金をだまし取る、悪
質な詐欺が増えています。賞金を受け取るためには登録料や審査料が必要
だと数千円をだまし取られるケースが多いようです。このような手口を「当
選商法」といいます。
　応募していないのに当選するはずがありません。話をうのみにし、手続
きをしてしまうと、さらにダイレクトメールが送られたり、個人情報・ク
レジット情報が漏洩したりする恐れもあります。身に覚えがなければ必ず
無視しましょう。
　このようなダイレクメールが届き、お困りの方は、お一人で悩まずに南
空知消費生活相談室にご相談ください。

増えてきました「当選商法」

◦ ◦ ◦ T o w n  s q u a r e

サルに烏
え ぼ し

帽子 ２

サルの尻笑い ３

サルの水練 ４

木から落ちたサル ５

サルも木から落ちる １ ・

・

・

・

・

人柄にそぐわない服装や言
動をすること

A

自分の欠点に気付かずに他
人の欠点をあざ笑うこと

B

全く見当違いのことをすることC

どんなに上手な人でも失敗することD

頼りにしていたものを失っ
て手も足も出ない状況E

・

・

・

・

・

サルのことわざクイズの答え １- Ｄ、２- Ａ、３- Ｂ、４- Ｃ、５- Ｅ

エッ？ が当選した！？１ ６



　国際感覚豊かな青少年育成のため町内中学生・高校生を海外に派遣する、第２２回少年ジェット「希望の翼」
を１月７日～１５日までの９日間、オーストラリアのパースほかで実施しました。今回派遣されたのは中学１年生
から高校３年生までの９人。昨年１１月から５回の事前研修と宿泊研修で、ホームステイの心得や英会話の学
習を行い、海外研修の準備をしてきました。海外での研修は１人１世帯４泊５日のホームステイを中心に、学
童保育所での子どもたちとの交流など、さまざまな体験をとおして学習しました。見るものすべてが新鮮な海
外研修、たくさんの刺激を受けて学んだことは、一生の財産になることでしょう。

青少年海外派遣事業
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【１日目　１月７日㈯】
出発式（総合福祉センター「しゃるる」）
新千歳空港→約６時間で香港へ→
約８時間のフライトの後、パースへ到着

【２日目　１月８日㈰】
パース国際空港到着・パース市内視察

（キングスパーク・フリーマントル・パー
ス動物園・パース造幣局）
パース市内ホテル宿泊

【３日目　１月９日㈪】
ホームステイオリエンテーション

（グローブコミュニティセンター）
英会話レッスン・ホストファミリーと対面

（１人１世帯のホームステイ開始）

17

【４日目　１月１０日㈫】
英会話レッスン（体調や感情の表現
など）
学童保育所にて子どもたちと交流（持
参した浴衣の着付け・折り紙・ちぎ
り絵・習字・けん玉などで交流）

【５日目　１月１１日㈬】
ホストファミリーと一緒にキャンプ場
にて、砂漠で 生き抜くための 体 験
や各種アクティビティ、プールパー
ティー、ブーメラン作り

オーストラリア連邦
首都：キャンベラ
人口：約 2,100 万人
面積：約 768 万平方㌔メートル
　　　（日本の約 20 倍）

● シドニー
キャンベラ
メルボルン

パース

パースは、人口 150 万人を
超えるオーストラリア第 4
の都市で治安が良い。
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【９日目　１月１５日㈰】
香港出発→新千歳空港
解散式（総合福祉センター「しゃるる」）

【８日目　１月１４日㈯】
香港到着・香港市内視察

【７日目　１月１３日㈮】
ホストファミリーとお別れ
パース市内視察（ロットネスト島）
パース国際空港から香港へ

【６日目　１月１２日㈭】
自由行動では、ホストファミリーとピ
ナクルズ ( 砂漠 ) やコヌフ・コアラパー
ク ( 動物園 ) などで交流

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
研
修
を
終

え
、
帰
国
し
た
9
人
は
、
椿
原
紀
昭
町

長
へ
研
修
概
要
の
報
告
を
し
ま
し
た
。

同
行
し
た
町
教
育
委
員
会
の
名
内
隆
主

査
が
ス
ラ
イ
ド
を
使
い
研
修
の
様
子
を

報
告
し
た
後
、
9
人
そ
れ
ぞ
れ
が
感
じ

と
っ
た
思
い
を
報
告
し
ま
し
た
。
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
自
然
や
文
化
、
ホ
ー
ム

ス
テ
ィ
の
こ
と
、
英
会
話
の
こ
と
な
ど

次
々
伝
え
る
と
椿
原
町
長
は
「
い
い
経

験
を
し
て
き
ま
し
た
ね
。
み
な
さ
ん
が

経
験
し
て
感
動
し
た
こ
と
を
一
人
で
も

多
く
の
人
に
伝
え
、
こ
れ
か
ら
は
広
く

世
界
に
目
を
向
け
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ

ん
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
話

し
、
目
を
細
め
て
い
ま
し
た
。
派
遣
団

長
の
寺
田
将
光
く
ん
（
栗
高
2
年
）
は

「
自
分
が
経
験
し
た
こ
と
を
、
こ
れ
か

ら
の
学
生
生
活
に
活
か
し
て
い
き
た
い

で
す
。
海
外
に
も
目
を
向
け
て
、
将
来

の
仕
事
な
ど
に
も
活
か
し
て
い
き
た
い

で
す
」
と
応
え
て
い
ま
し
た
。
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私は派遣団員として数々の貴重な
体験をしました。オーストラリアの
習慣、食生活、文化の違いを学び
ました。また私を優しく温かく歓迎
してくれたホストファミリーの方々に
大変お世話になり感謝の気持ちで
いっぱいです。もっと語学力を身に
つけて、いつか必ず会いに行きた
いです。

栗山中学校（２年）　森居 亜璃沙

私は少年ジェット「希望の翼」で初
めて外国を訪れました。パースや香
港では日本では見られないさまざま
な特徴があり、たくさんの発見をし
ました。そして、改めて英語の難し
さや集団で行動することの大変さ
を学ぶことができました。この経験
をまた旅行に行くときや学校などで
生かしていきたいです。

岩見沢東高校（１年）　山本 春佳

「笑顔は世界共通！！」ということを
実感しました。言葉が通じなくても、
みんなで一緒に笑えばすぐに友達
になれました。でも、自分の意見
や感謝を伝えるのにジェスチャーや
簡単な単語では限界があり、改め
て言葉のすごさと大切さを感じるこ
とができました。

栗山高校（３年）　寺田 将光

私はオーストラリアでホームステイ
をして、すごく貴重な体験をさせて
いただきました。一人で外国人の家
にホームステイをすることはあまり
ないことなので、とてもいい体験を
させていただきました。その体験
を今後に生かしていきたいと思いま
す。

継立中学校（１年）　西下 朱令

僕は歴史や文化にも大変興味を持
ちました。実際にパースで見たり聞
いたり感じたりすることができ、本
当に感動しました。きれいな街並み
や青く透き通った海、体験した素
晴らしい日々をいつまでも忘れない
ようにして、これからもたくさんの
ことに興味を持ち、学びある毎日
を送りたいと思います。

栗山中学校（１年）　村上 凌我

私はオーストラリアに行って多くの
ことを学びました。初めは英語が通
じるかどうか、不安でした。けれど
もホストファミリーは親切で、ゆっ
くりわかりやすい言葉で接してくれ
たので、とても楽しい時間を過ご
すことができました。この経験を将
来に生かしていきたいと思います。

栗山中学校（１年）　大髙 咲幸

私は、四日間のホームステイでい
ろいろなことを学びました。私のホ
ストマザーは日本人でホストファミ
リーもほとんど日本語で話してくれ
ました。ですから他の人たちよりは
いろいろとオーストラリアについて
学べました。英語力はあまり身につ
かなかったかもしれませんがとても
良い経験になりました。

継立中学校（１年）　岡村 菜々花

私は今回の研修で、英会話だけで
なく人とのかかわり合いなどいろい
ろなことを学びました。英語で言え
なくてもジェスチャーでわかってく
れようとするホストファミリーや案
内してくれた方たちには、感謝しな
くてはならないと思いました。そし
てこの研修で学んだことは将来に
生かしていきたいです。

継立中学校（１年）　鵜川 理子

私はホームステイをした５日間、ホ
ストファミリーの皆さんに本当にお
世話になりました。この感謝の気
持ちを忘れないようにしようと思い
ます。また今回このような体験が
できたのは、家族のみんなそして、
私が知らないところで協力してくれ
た皆さんのおかげです。本当にあり
がとうございました。

継立中学校（１年）　石川 千尋
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まちの話題では、町内の行事や話題を紹介しています。
広報に掲載できなかった話題は町ホームページに掲載しています。

【URL】http://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/

健康で幸せな生活を
ハッピー教室

健康で幸せな生活を送ってもらおうと、サンクス
ポーツクラブによる『 ハッピー教室』が 2 月 9 日、総
合福祉センターで開催されました。理学療法士の手代
木直美さんを講師に招き、体に負担がかかりにくい、
ストレッチを行いました。参加した大坂美津子さん（77
歳）と、菅野市子さん（69 歳）は「冬は家の中にいて
ばかりなので参加しました。簡単なので続けられそう
です。」と話していました。ハッピー教室は、3 月 29
日まで毎週木曜日に開かれます。

栗山町 検索

空知総合振興局長と意見交換
ラウンドテーブルミーティング

　空知総合振興局（武田裕二局長）による、ラウンドテー
ブルミーティングが 2 月 7 日、栗山町役場で開かれま
した。知事公約の一環で行われたもので、武田局長のほ
か、紺谷副局長など 4 人が栗山町役場に訪れました。椿
原紀昭町長は、栗山赤十字病院への町補助金に対する財
政支援の強化や、新町通街路整備の促進など 11 点をあ
げました。椿原町長は「時間的に余裕を持ったなか、町
の実情を聞いていただいた。地域が抱える課題解決に向
け、道の協力・支援をお願いしたい」と話していました。

B ☆ B がやってきた！
栗山めぐみ幼稚園

くりやま F.C がアベック優勝
オオムラサキフットサルフェスティバル

　サッカー少年団『くりやま F.C』が、1 月 28 日と 29
日にスポーツセンターほか 7 会場で開催された、オオム
ラサキカップくりやまフットサルフェスティバルに出場
し、12 歳以下で構成されるレギュラーの部、11 歳以下
で構成される新人の部でそれぞれ優勝しました。道内各
地から 72 チーム、約 800 人が参加したこの大会は、道
内屈指の大会。チームを優勝に導いた松田孝之監督は「た
くさんの強豪チームが集まった中、子どもたちが良く頑
張ってくれました」と優勝を喜んでいました。

栗山めぐみ幼稚園 ( 圓成眞生子園長 ) に 2 月 3 日、
北海道日本ハムファイターズのキャラクター B ☆ B と
北海道コカ・コーラボトリングのキャラクター Qoo が
訪れ、およそ 50 人の園児と交流しました。B ☆ B に
よるピアノ演奏の後、B ☆ B、Qoo と「ちゃんと食べ
よう体操」をみんなで踊ったり、バッティング練習を
したりと、園児たちは大はしゃぎで楽しいひと時を過
ごしました。記念撮影をした後、選手カードが配られ
園児はとても喜んでいました。
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安全確保を目指す
JR北海道トンネル避難訓練

子どもは風の子
ウインターフェスティバルちびっこ広場

ウインターフェスティバルちびっこ広場が 2 月 11
日、商店街イベント広場で行われました。長さ 30㍍を
超すジャンボ滑り台では、タイヤチューブを使って勢
いよく滑っては歓声をあげていました。また、正義の
味方クリレンジャーショーが始まると、子どもたちは
悪役を怖がりながらも大きな声援を送っていました。
江別市からお母さんと一緒に帰省し参加していた佐藤
瑠泉（るい）くん（6 歳）は「全部楽しかった。クリ
レンジャーがかっこよかった」と話していました。

　乗客の安全確保を目指そうと JR 北海道が 2 月 22 日、
列車の脱線火災事故を想定した避難訓練を JR 栗山駅と
栗丘駅の中間にあるトンネルで実施しました。JR 職員、
警察や消防、報道機関を含め約 260 人が参加しました。
5 両編成の列車が、トンネル内で停止。先頭車両から
煙があがり、火災と脱線が確認されたとの想定で行わ
れました。乗客らは坑内を 400㍍ほど徒歩で移動しト
ンネル外へ避難。およそ 30 分後に到着した救援列車
へと移乗し、無事、栗山駅へと戻ることができました。

幸せの国からの研修生
ブータン王国研修団

フィンランドで学び報告会
町立北海道介護福祉学校

福祉先進国フィンランドとの交換留学を終えた介護福
祉学校の学生が 2 月 22 日、カルチャープラザ Eki で報
告会を行いました。フィンランドの職業訓練校や、高齢
者施設などで学んだことをスライドで説明し、介護士と
准看護師の資格が統一されているため介護と医療行為を
合理的に行える先進性などを報告しました。一方で、法
律や制度が整備されていても、利用者より介護する側主
体で考えられていることが多いと疑問点も提示するな
ど、興味深い内容に参加者は熱心に耳を傾けていました。

　国民の約 97％が「幸せ」と答える幸せの国「ブータ
ン王国」から若手公務員 15 人が、2 月 20 日から 3 日
間にわたり栗山を訪れました。栗山のまちづくりを学
んだあと、ケア付き高齢者住宅や、ゴミ処分場、児童
センターを視察しました。研修団団長のシェラブ・ゲ
ルツェンさん（32 歳）は「ケア付き住宅や、介護福祉
士の学校があり驚きました。児童センターでは、高齢
者が子どもたちとふれあい、尊厳を保った生活をされ
ているのを見て感銘をうけました」と話していました。



◆
対

象

特
定
疾
患
の
治
療
お
よ
び
人
工
透
析

（
合
併
症
の
た
め
町
外
の
医
療
機
関
に

通
院
）
の
た
め
通
院
さ
れ
て
い
る
方

◆
助
成
内
容　

　

通
院
費
の
一
部
を
助
成

◆
申
請
受
付

　
平
成
23
年
10
月
～
平
成
24
年
3
月
分

（
下
期
分
）
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

◆
申
請
手
続
き

　
申
請
書
（
印
鑑
）、
通
院
証
明
書
の
提

出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

  

※
昨
年
度
よ
り
北
海
道
特
定
疾
患
治
療

研
究
事
業
実
施
要
綱
に
よ
る
医
療
受
給
者

証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
は
、
通
院
証

明
書
の
か
わ
り
に
、
病
院
で
発
行
す
る
一

部
負
担
金
な
ど
を
領
収
し
た
こ
と
を
証
明

す
る
書
類
（
領
収
書
な
ど
）
の
提
出
に
よ

る
申
請
が
可
能
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
期
限　

4
月
10
日
㈫

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
住
民
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ

☎
�
2
2
2
2

町
で
は
、
支
援
の
必
要
な
お
子
さ
ん

に
対
し
、
道
立
子
ど
も
総
合
医
療
・
療

育
セ
ン
タ
ー
（
コ
ド
モ
ッ
ク
ル
）
と
児

童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

◆
医
療
費
の
助
成

◇
対

象　

町
内
に
在
住
す
る
児
童

◇
助
成
内
容

道
立
子
ど
も
総
合
医
療
･
療
育
セ
ン

タ
ー
に
係
る
医
療
費
の
一
部
を
助
成

※
各
医
療
費
（
重
度
心
身
障
害
者
、
ひ
と

り
親
家
庭
等
、
乳
幼
児
、
児
童
）
の
助

成
を
受
け
て
い
る
方
は
除
き
ま
す
。

◆
利
用
料
金
の
助
成

◇
対

象

児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
利
用
さ
れ

て
い
る
方

◇
助
成
内
容　

・
町
子
ど
も
発
達
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
利

用
料
金
の
全
額
を
助
成

・
町
外
事
業
所
利
用
料
金
の
１／２
を
助
成

◆
交
通
費
の
助
成

◇
対

象　

児
童
と
保
護
者
の
方
１
人

◇
助
成
内
容

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
た
際
、
最
低

運
賃
の
１／２
を
助
成

※
栗
山
町
子
ど
も
発
達
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
利
用
に
係
る
交
通
費
の
助
成
は

あ
り
ま
せ
ん
。

※
ほ
か
の
割
引
制
度
が
あ
る
場
合
、
制
度

利
用
後
の
運
賃
の
１／２
を
助
成
し
ま
す
。

暮  

ら  

し
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まちのおしらせ

人　口　13,246   人  （－27）
　男　　 6,197   人  （－15）
　女　　 7,049   人  （－12）
世帯数　 6,027世帯 （－10）

※2月1日現在、（　）内は前月比

人のうごき

589ｃｍ
（昨年は519ｃｍ）
※2月15日までの降雪量

降った雪の量

◆
申
請
受
付

平
成
23
年
10
月
～
平
成
24
年
３
月
分

（
下
期
分
）の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
期
限　

４
月
10
日
㈫

◆
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
住
民
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ

☎
�
2
2
2
2

夕
張
川
に
あ
る
川
端
発
電
所
で
は
、

発
電
を
行
う
た
め
に
川
へ
水
を
流
し
ま

す
。
こ
の
と
き
、
川
の
水
が
増
え
て
危

険
な
状
態
と
な
る
た
め
、
川
遊
び
や
魚

釣
り
な
ど
で
河
原
や
川
の
中
に
入
ら
な

い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
発
電
所
か
ら
川
へ
水
を
流
す

と
き
に
は
、
ス
ピ
ー
カ
ー
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

北
海
道
企
業
局
夕
張
川
発
電
管
理
事
務
所

☎
０
１
２
３（
５
７
）２
５
４
２

支
援
の
必
要
な
お
子
さ
ん
に

医
療
費
な
ど
を
助
成

特
定
疾
患
な
ど
の
患
者
さ
ん
に

通
院
費
を
助
成

発
電
所
か
ら
の
放
水
に

ご
注
意
を
！

平成 23 年 10 月からの子ども手当認定請求書を提出
されていない方はお早めに提出してください。

　３月末 までに提出がない場合は 23 年 10 月
分からの手当を受給できなくなりますのでご注意く
ださい。

済みま
したか？

【問い合わせ】 町住民福祉課福祉・子育てグループ　☎ �2222

こども手当の申請

◆
対

象

　

65
歳
以
上
の
公
的
年
金
の
受
給
資
格

の
な
い
方
で
、
次
の
①
～
③
に
該
当
す

る
生
活
上
困
窮
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た

方
。

①
生
活
保
護
法
に
よ
る
被
保
護
世
帯
に
属

し
、
生
活
扶
助
を
受
け
て
い
な
い
方

②
同
一
世
帯
内
に
収
入
の
あ
る
同
居
人
が

い
な
い
方

③
同
居
し
て
い
な
い
親
族
な
ど
（
第
三
者

を
含
む
。）
か
ら
定
期
的
ま
た
は
臨
時

的
に
金
銭
の
支
援
が
な
い
方

◆
支
給
額

　

月
額
5
千
円

（
本
年
4
月
に
さ
か
の
ぼ
り
支
給
）

◆
申
請
手
続
き　
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infomation ３

国 民 年 金
国民年金保険料の納付は、
便利・安心・確実・お得な口座振替で！

　国民年金保険料の納め忘れはありませ
んか？「忙しくて・・・」、「つい、うっ
かり・・・」といった理由でも保険料の
納め忘れがあると、将来受け取る老齢基
礎年金額が減額されたり、万が一のとき
の障害基礎年金や遺族基礎年金が受けら
れなくなる場合があります。
　そこで、国民年金保険料の納付には、
便利で安心、確実な口座振替をおすすめ
します。
　口座振替は、全国の銀行・郵便局・農
協・漁協・信用金庫・信用組合・労働金
庫で利用できます。申し込みの際は、通帳、
金融機関届出印を持参のうえ、役場住民
福祉課住民保険グループまたは口座振替
を希望される金融機関などの窓口にお申
し込みしてください。
　また、口座振替には、当月分保険料を
当月末に引き落とさせていただくことに
より月々 50 円割引される早割制度や、現
金納付よりもさらに割引額が多い 6 カ月
前納・１年前納もあり大変お得です。

※平成 24 年 4 月からの保険料は次のと
おりです。

【問い合わせ】
町住民福祉課住民保険グループ☎� 7509

申
請
書
（
印
鑑
）
の
他
に
審
査
に
必
要

な
書
類
（
通
帳
）
な
ど
が
必
要
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
住
民
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ

☎
�
2
2
2
2

助
成
対
象
と
な
る
方
は
３
月
31
日
ま
で

に
必
ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

平
成
24
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
水
道

料
金
の
見
直
し
に
伴
い
本
制
度
は
終
了

し
ま
す
。

◆
対

象
（
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
）

①
自
宅
で
一
人
暮
ら
し
の
65
歳
以
上
の
方

②
平
成
22
年
の
収
入
額
が
65
万
円
以
下
の
方

③
固
定
資
産
を
お
持
ち
で
な
い
方

④
平
成
23
年
度
の
町
民
税
で
、
ど
な
た
か

の
扶
養
親
族
と
な
っ
て
い
な
い
方
（
控

除
対
象
配
偶
者
を
除
く
）

⑤
生
活
保
護
を
受
け
て
い
な
い
方

◆
助
成
額

月
額
基
本
水
量
５
ト
ン
ま
で
の
15
％

◆
申
請
に
必
要
な
も
の

印
鑑
、
通
帳
、
前
年
の
収
入
が
わ
か
る

書
類
（
通
帳
な
ど
）

◆
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ

町
住
民
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ

☎
�
2
2
2
2

　

無
年
金
者
に
生
活
支
援
給
付

金
を
支
給

屋
根
か
ら
の
雪
で
、
灯
油
ホ
ー
ム
タ

ン
ク
が
破
損
し
、
灯
油
が
漏
油
し
て
し

ま
う
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
特

に
軒
下
に
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

屋
根
か
ら
の
雪
で
タ
ン
ク
（
燃
料
ゲ
ー

ジ
や
燃
料
パ
イ
プ
な
ど
）
を
傷
め
や
す

く
、
漏
油
し
て
し
ま
う
危
険
性
が
高
ま

り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で
も
ホ
ー

ム
タ
ン
ク
を
点
検
し
て
い
た
だ
き
、
破

損
・
漏
油
を
発
見
さ
れ
ま
し
た
ら
消
防

署
に
連
絡
し
、
修
理
を
す
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

◆
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

消
防
署
生
活
安
全
課
生
活
指
導
係

☎
�
0
1
5
0

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
灯
油
が

漏
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

納付方法 保険料額 割引額

毎月納付
現金・口座振替 14,980 円 －

口座振替早割 14,930 円 50 円

6 カ月前納
現金納付 89,150 円 730 円

口座振替 88,860 円 1,020 円

1 年前納
現金納付 176,570 円 3,190 円

口座振替 175,990 円 3,770 円

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
方

に
水
道
料
金
を
助
成



　
◆
申
告
期
限

◇
所
得
税
・
贈
与
税

３
月
15
日
㈭

◇
消
費
税
・
地
方
消
費
税（
個
人
事
業
者
）

4
月
2
日
㈪

◆
申
告
書
は
自
分
で
書
い
て
お
早
め
に
！

確
定
申
告
書
は「
前
年
の
申
告
書
控
え
」

や
「
確
定
申
告
の
手
引
き
」
な
ど
を
参

考
に
ご
自
分
で
作
成
し
、
早
め
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
税
務
署
で
申
告
す
る
場
合

印
鑑
、
前
年
の
申
告
書
控
え
、
必
要

な
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。（
前
年
、

税
務
署
な
ど
で
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
て

申
告
し
「
お
知
ら
せ
ハ
ガ
キ
」
が
届
い

て
い
る
方
は
、
そ
の
ハ
ガ
キ
も
必
要
）

◆
申
告
書
は
パ
ソ
コ
ン
で
簡
単
作
成

・
確
定
申
告
書
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（http://w
w
w
.nta.go.jp

）の「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
簡
単

に
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
作
成
し
た
申
告
書
は
郵
送
の
ほ
か
、

デ
ー
タ
を
ｅイ
ー
タ
ッ
ク
ス

－

Ｔ
Ａ
Ｘ
（
電
子
申
告
）

で
提
出
で
き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

岩
見
沢
税
務
署

☎
０
１
２
６（
２
２
）０
８
１
０

　
シ
ベ
リ
ア
戦
後
、
強
制
抑
留
者
に
対

す
る
特
別
給
付
金
を
支
給
し
て
い
ま

す
。

◆
対
象
者

　

旧
ソ
連
ま
た
は
モ
ン
ゴ
ル
国
の
地
域
に

お
け
る
戦
後
強
制
抑
留
者
で
、
平
成
22

年
6
月
16
日
に
日
本
国
籍
を
有
す
る
ご

存
命
の
方

◆
受
付
期
間

　

平
成
24
年
3
月
31
日
㈯
ま
で

※
期
間
内
に
請
求
が
な
い
場
合
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。

※
請
求
書
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
請
求
書

類
を
送
付
し
ま
す
。
当
基
金
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

※
既
に
特
別
給
付
金
を
受
給
さ
れ
た
方

は
、
再
度
の
請
求
は
で
き
ま
せ
ん
。

◆
問
い
合
わ
せ

独
立
行
政
法
人 

平
和
祈
念
事
業
特
別

基
金
事
業
部
特
別
給
付
金
認
定
担
当

　

☎
0
5
7
0
（
0
5
9
）
2
0
4

　　

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん

ぽ
）北
海
道
支
部
の
健
康
保
険
料
率
が
、

本
年
3
月
分
（
4
月
納
付
分
）
よ
り

1
0
.
1
2
％
（
現
行
9
.
6
0
％
）

に
変
わ
り
ま
す
。
協
会
け
ん
ぽ
の
財
政

は
、高
齢
化
に
よ
る
医
療
費
の
増
加
と
、

24

まちのおしらせ

現
下
の
経
済
状
況
を
反
映
し
て
保
険
料

収
入
基
礎
と
な
る
標
準
報
酬
月
額
が
落

ち
込
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
大
変
厳

し
い
財
政
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
厳

し
い
経
済
状
況
の
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、
医
療
・
健
康
・
生
活
・
を
支
え
る

た
め
、
何
と
ぞ
ご
理
解
、
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
詳
し
く
は
、
協
会
け
ん
ぽ
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
、
協
会
け
ん
ぽ
北

海
道
支
部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◆
問
い
合
わ
せ
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

全
国
健
康
保
険
協
会
北
海
道
支
部

☎
0
1
1
（
7
2
6
）
0
3
5
2

http://w
w

w.kyoukaikenpo.or.jp/

　
　

　
　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」
駐

輪
場
で
、
長
期
間
放
置
さ
れ
て
い
る
自

転
車
を
処
分
し
ま
す
。放
置
自
転
車
は
、

景
観
上
好
ま
し
く
な
い
こ
と
や
、
他
の

利
用
者
に
と
っ
て
迷
惑
で
す
。
次
の
保

管
期
限
ま
で
に
引
き
取
り
に
こ
ら
れ
な

い
場
合
は
、
町
で
処
分
し
ま
す
。

◆
保
管
期
限　

3
月
23
日
㈮
ま
で

◆
引
き
取
り
場
所　

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

◆
持
参
す
る
も
の　

・
身
分
を
証
明
す
る
も
の（
運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
、
学
生
証
な
ど
）

・
自
転
車
の
利
用
者
を
確
認
で
き
る
も
の

放
置
自
転
車
を
処
分

国
税
の
申
告
・
納
付
は

お
済
み
で
す
か
？

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者

特
別
給
付
金

全
国
健
康
保
険
協
会
の

健
康
保
険
料
率
が
変
わ
り
ま
す

（
防
犯
登
録
証
な
ど
）

◆
問
い
合
わ
せ

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

☎
�
3
3
3
3

　
　

栗
山
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
で

は
、
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
当
会

は
、
身
体
に
障
害
を
持
つ
方
が
気
軽
に

集
え
る
交
流
会
や
学
習
会
な
ど
年
間
を

通
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
総
会

を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

参
加
く
だ
さ
い
。
身
体
障
害
者
手
帳
を

お
持
ち
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。

◆
日
　
　
時

　

3
月
25
日
㈰　

午
前
10
時
～
正
午

◆
場

所

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
し
ゃ
る
る
大
ホ
ー
ル

◆
年
会
費
　
　  

1
5
0
0
円

◆
問
い
合
わ
せ

中
央
3
丁
目　

事
務
局　

柳

☎
�
1
4
4
1 

募
　
　
集

身
体
障
害
者
福
祉
協
会

会
員
募
集

◆
受
付
期
間

◇
総
合
職
試
験
（
院
卒
者
・
大
卒
程
度
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
期
間

４
月
2
日
㈪
～
9
日
㈪

◇
一
般
職
試
験
（
大
卒
程
度
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
期
間

４
月
10
日
㈫
～
19
日
㈭

◇
一
般
職
試
験
（
高
卒
程
度
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
期
間

６
月
26
日
㈫
～
7
月
5
日
㈭

【
申
し
込
み
専
用
ア
ド
レ
ス
】

http://w
w
w
.jinji-shiken.go.jp/

juken.htm
l

◆
問
い
合
わ
せ

人
事
院
北
海
道
事
務
局
第
二
課
試
験
係

☎
０
１
１（
２
４
１
）１
２
４
８

25

infomation ３

　
　

　
　

会
員
50
人
の
作
品（
食
器
や
花
入
れ
、

壁
掛
け
な
ど
）
を
多
数
展
示
し
ま
す
。

◆
日
　
　
時

　

3
月
22
日
㈭
～
25
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
9
時

※
最
終
日
の
25
日
㈰
は
午
後
4
時
ま
で

◆
場

所　

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
E
k
i
」

◆
入
場
料
　
無
料

◆
問
い
合
わ
せ

☎
�
5
5
6
0 

事
務
局　

猪
熊

引っ越しをする場合には、
必ずご連絡を！
　
　引っ越しなどにより、使われている水道
を使わなくなる場合には、「水道使用中止」
の連絡が必要です。
　ご連絡がない場合には、水道が使用され
ているとみなすため、料金をお支払してい
ただくことになります。
　住民票を異動しても、水道使用中止の手
続きをしたことにはなりません。必ずご連
絡ください。
　水道使用中止の連絡は、電話での連絡で
済みます。お電話の際には、氏名、住所、引っ
越し先の住所、連絡先を伺います。
　水道は、お引越し当日まで使用できます
が、出発前には凍結などの事故を防ぐため、
必ず水落としをお願いします。

こんなときにも届け出を！
□住宅を新築したときや、引っ越しなどで

水道を使い始めるとき
　⇒電話連絡で手続きが可能です

□使用者（納付書）が変わるとき　　　
　⇒電話連絡で手続きが可能です

□家（給水装置）の所有者が変わるとき
　⇒所有者変更届に印鑑が必要です

みんなの

水 道

■問い合わせ
町建設水道課上下水道グループ　☎ �7514

栗
山
陶
芸
同
好
会

春
の
作
陶
展

　2 月 1 日現在での経済センサス - 活動調査が行われて
います。
　調査票は、調査員によりすでに配付が完了しております。
　記入いただいた調査票は「返信用の
郵送提出用封筒」に入れて郵送願いま
す。
　なお、記入していただいた調査票に
つきましては、厳重に管理し統計以外
の目的では使用しません。

■問い合わせ　町経営企画課地域政策グループ　☎ �7502

国
家
公
務
員
採
用
試
験

催
　
　
し

313
までに郵送で

　調査を装った不審な訪問者や、不審な電話・電子メー
ルなどにご注意ください。



　
　

平
成
21
～
22
年
度
に
開
拓
記
念
館
へ

寄
贈
さ
れ
た
、
生
活
用
具
や
衣
服
・
書

籍
な
ど
の
貴
重
な
資
料
を
展
示
し
ま

す
。

◆
日
　
　
時

　

3
月
1
日
㈭
～
31
日
㈯

　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

※
毎
週
月
曜
日
と
祝
日
の
翌
日
は
休
館

◆
場

所　
　

開
拓
記
念
館

◆
入
館
料

　

高
校
生
以
上　
　
　

100
円

　

小
・
中
学
生　
　
　

50
円

※
町
内
の
小
・
中
学
生
は
無
料

◆
問
い
合
わ
せ

　

開
拓
記
念
館　

☎
�
6
0
3
5

心
の
健
康
相
談
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まちのおしらせ

◆
日
　
　
時

　

3
月
16
日
㈮

　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

◆
場
　
所

岩
見
沢
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
総
合

公
園
40
）

◆
対
　
　
象
　
一
般
住
民

◆
内
　
　
容

・
講
話
「
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

の
効
果
に
つ
い
て
」

・
実
技
「
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

の
実
際
に
つ
い
て
」

◆
講
　
　
師

特
定
非
営
利
活
動
法
人
健
康
保
養
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ア
ソ
シ
エ
イ
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

中
村　

和
之 
氏

◆
定
　
　
員

30
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

◆
申
込
期
限　

3
月
9
日
㈮

◆
そ
の
他

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ポ
ー
ル

の
無
料
貸
出
あ
り
。
上
靴
持
参
の
こ
と

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

岩
見
沢
保
健
所

　

☎
０
１
２
６
（
２
０
）
０
1
1
6

開
拓
記
念
館
特
別
展

講
　
　
習

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
講
習
会

◆
日
　
　
時

　

3
月
16
日
㈮　

午
後
１
時
～
4
時

◆
場
　
　
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

◆
内

容

札
幌
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士
に
よ
る
20

分
間
程
度
の
法
律
相
談

◆
申
込
方
法　

　

事
前
に
電
話
で
予
約

◆
相
談
料　
　

無　

料　
（
定
員
7
人
）

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

栗
山
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
�
1
3
2
2

　◆
日
時
・
場
所

◇
3
月
7
日
㈬　

午
前
10
時
～
12
時

夕
張
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

◇
3
月
15
日
㈭　

午
後
１
時
～
３
時

岩
見
沢
保
健
所（
空
知
総
合
振
興
局
内
）

◆
対
　
　
象

心
に
健
康
問
題
を
抱
え
て
い
る
方
、
精

神
障
が
い
の
あ
る
方
、
そ
の
ご
家
族

◆
相
談
員

精
神
科
嘱
託
医
師
に
よ
る
面
接
相
談

相  
  

談

無
料
法
律
相
談

　過去に全道大会で準優勝するなど輝かしい成績を残
した歴史ある栗山高校野球部ですが、現在は部員が 6
人しかいません。秋の新人戦には人数が足りなく出場
することもかないませんでした。
　夢をもつ子どもたちを地域で応援しようと『栗山高校
野球部を応援する会』の設立準備を進めています。多くの
方に、加入いただいて、野球部を支えていければ幸いです。

■お問い合わせ、申し込みは・・
　準備会事務局　佐々木　0123-73-7502

一般会員（個人）  一口     3,000 円
賛助会員（企業・団体）    一口     5,000 円

年会費（予定額）※設立総会で正式な会費を決定

※設立総会は 4 月中旬に開催予定です。

◆
申
込
期
限　

前
日
の
午
前
中

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

岩
見
沢
保
健
所

　

☎
０
１
２
６
（
２
０
）
０
１
２
１

◆
日
　
　
時

　

3
月
12
日
㈪　

午
後
１
時
～
4
時

※
毎
月
第
2
月
曜
日
に
実
施

◆
場

所　

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
E
k
i
」

◆
内

容

年
金
制
度
や
国
税
の
問
題
な
ど
、
国
の

行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望
、
意
見
な

ど
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
行

政
の
悩
み
や
苦
情
に
つ
い
て
相
談
く
だ

さ
い
。
相
談
料
は
無
料
、
秘
密
は
守
り

ま
す
。

◆
相
談
料　

無　

料

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
総
務
課
広
報
・
情
報
グ
ル
ー
プ

☎
�
7
5
0
1

　

　【
金
一
封
】

◇
小
川
テ
ル
子
さ
ん
（
富
士
）
よ
り
総
務

寄
附
金
（
ま
ち
づ
く
り
）
と
し
て
◇
村
上

庄
祐
さ
ん（
継
立
）よ
り
総
務
寄
附
金（
ま

ち
づ
く
り
）
と
し
て
◇
島  

寿
美
さ
ん
（
鳩

山
）
よ
り
総
務
寄
附
金
（
農
業
振
興
）
と

し
て

【
金
一
封
】

◇
菅
原
波
子
さ
ん
（
中
央
3
）
よ
り
社
会

福
祉
事
業
へ
◇
岩
崎
ツ
ヤ
さ
ん
（
継
立
）

よ
り
社
会
福
祉
事
業
へ
◇
川
畑
典
雄
さ
ん

（
旭
台
）
よ
り
母
の
逝
去
に
際
し
て

【
金
一
封
】

◇
川
畑
典
雄
さ
ん（
旭
台
）◇
真
教
寺（
杵

臼
）
◇
鎌
田
勝
弘
さ
ん
（
江
別
市
）

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

◇
月
見
草
の
会
（
佐
藤
倶
子
会
長
）
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■ 次号「広報くりやま 3 月号」の原稿締切は 3月15日㈭まで ■ 提出先：町総務課広報・情報グループ　☎�7501

【
1
月
16
日
～
2
月
15
日
届
出
分（
敬
称
略
）】

　

氏
　 

名
　    

月 

日                          

父
母
名       

住  

所

松
岡
瑠る

な菜 

1/10

今
井
百も

も

な

々
奈 

1/13

川
本
琉り

ゅ
う
と翔 

1/25

田
中
颯そ

う
た太 

1/27

髙
橋
沙さ

ほ歩 

2/2

信

文

ひ
と
み

学
友

深

恭

央

圭

子

誠

司

智
奈
津

章

夫

美

保

錦

２

松
風
４

中
央
１

湯

地

中
央
３

お
め
で
た

【
1
月
16
日
～
2
月
15
日
届
出
分（
敬
称
略
）】

　

  

氏
　
名
　   
齢  
月 
日                         

世
帯
主       

住  

所

村
中
德
市 

92 
1/7 
本

人

赤
坂
サ
ト
ミ 

96 
1/11 
本

人

山
田
ス
ヱ 

92 

1/15 

六
太
郎

宇
田
誠
也 

54 

1/18 

愛

子

金
﨑
ト
シ
ヱ 

75 

1/20 

本

人

鎌
田
ハ
ル 

102 

1/20 

本

人

堀
田
軍
治 

87 

1/21 

幸

藏

森
　

忠
一 

100 

1/22 

克

己

橋
場
　

勝 

68 

1/27 

本

人

水
木
松
郎 

79 

1/28 

本

人

簱

明 

80 

1/29 

本

人

佐
藤
幸
弘 

52 

1/30 

守

弘

遠
藤
勝
子 

68 

1/30 

俊

美

松
下
留
雄 

80 

1/31 

本

人

新
保
　

實 

97 

2/1 

本

人

吉
田
征
一 

66 

2/2 

本

人

田
中
と
し
子 

82 

2/2 

本

人

川
畑
梅
子 

93 

2/3 

本

人

端
　

和
江 

82 

2/4 

茂

菊
川
和
夫 

69 

2/7 

本

人

田
村
ア
キ
子 

89 

2/7 

本

人

田
中
悦
子 

69 

2/8 

貴

志

日
置
信
男 

82 

2/13 

本

人

お
く
や
み

松
風
２

角

田

中
央
３

中
央
２

中
央
４

湯

地

鳩

山

継

立

松
風
４

南
学
田

雨
煙
別

松
風
２

継

立

中
央
２

錦

３

角

田

日

出

湯

地

中
央
２

中
央
４

湯

地

湯

地

桜

山

【
金
一
封
】

◇
宮
腰
昌
子
さ
ん
（
南
幌
町
）

【
物　

品
】

◇
カ
イ
ン
ド
ネ
ス
シ
オ
ミ
薬
品
（
松
風

3
）
◇
エ
ス
ケ
イ
ア
イ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
な

の
花
薬
局
栗
山
店
（
朝
日
2
）
◇
く
す
り

の
え
び
な
（
中
央
2
）
◇
宮
腰
昌
子
さ
ん

（
南
幌
町
）

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

◇
卜
部
澄
子
さ
ん
（
松
風
4
）
◇
三
浦
英

昭
さ
ん（
朝
日
4
）◇
太
田
欣
仁
さ
ん（
松

風
2
）
◇
西
岡
マ
サ
子
さ
ん
（
松
風
2
）

　
　
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
　
く
り
の
さ
と
へ

　
　
泉
徳
苑
へ

　
　
町
　
へ ご  

厚  

意

行
政
相
談
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　小・中学校での授業の様子を参観してみませんか？
　「開かれた学校づくり」を目指し、地域との連携を
深めることを目的として、町内の各小中学校の授業
を皆さんに公開する「地域公開授業参観」を実施し
ます。自由に授業を参観できますので、栗っ子が学
習している姿をどうぞご覧ください。

学校名 開催日 時間 対象
栗山中学校
☎７２－０２６９ ３月１６日㈮ ８：４０～１４：１５ １、２年生

　

4
月
の
放
流
に
向
け
て
飼
育
さ

れ
て
い
る
サ
ケ
が
少
し
ず
つ
成
長

し
て
い
ま
す
。
１２
月
下
旬
に
卵
か

ら
か
え
っ
た
頃
は
、
お
腹
に
栄
養

が
蓄
え
ら
れ
て
い
て
、
ふ
っ
く
ら

と
膨
ら
ん
で
い
ま
し
た
が
、
今
は

そ
の
膨
ら
み
も
ほ
と
ん
ど
な
く
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
お
腹
が
大
き

い
と
き
は
水
の
底
に
い
て
、
あ
ま

り
動
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
で

は
泳
ぎ
回
る
ま
で
成
長
し
ま
し
た
。

※
飼
育
中
の
サ
ケ
は
、
い
き
も
の

の
里
ふ
れ
あ
い

プ
ラ
ザ
、
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー

「
し
ゃ
る
る
」

で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

体長約３ｃｍ

サケの模様がうっす
らと出てきています。

　経済的な理由により就学が困難な方に対して奨
学金を貸与しています。奨学金貸与を希望される方
は、お問い合わせください。
■対 象
　栗山町の住民もしくは栗山高等学校の卒業者で
　大学生・専修学校生の在学者および入学予定者。
■奨 学 金
　月額５万円貸与（年４回払込）
■選 考 方 法
　運営委員会で選考の上、本人に通知（５月下旬予定）
■提 出 書 類

奨学生採用願書・家庭状況書・奨学生推薦書・
学業成績証明書・所得証明書・戸籍謄本

※継続者も戸籍謄本以外は提出してください。各種
様式は教育委員会にてお受け取りください。
■申 込 期 限　４月２０日㈮
■申込先・問い合わせ
　教育委員会学校教育グループ　☎７２－１１１７

奨学生募集 !奨学生募集 !
お笑い芸人フォーリンラブのバービーが

■日 時　３月１１日㈰　

　　　　　　　　　　　開場１３ ： ３０　開演１４ ： ００

■場 所　カルチャープラザ「Eki」

■前 売 券　２，０００円（全席自由席）

■当 日 券　２，５００円（全席自由席）

■前売券取り扱い所　

　カルチャープラザ「Eki」、総合福祉センター「しゃるる」、

　角田農村環境改善センター、南部公民館

【問い合わせ】　カルチャープラザ運営実行委員会　☎ 73-3333

お笑いライブ inくりやまお笑いライブ inくりやま

故郷栗山に帰ってくる！

■出演芸人予定　

　フォーリンラブ

　ザブングル

　チョーウルトラ

　マンリーライブ

　東日本大震災チャリ

ティー公演として震災募

金を実施し、出演者と

の握手会を実施します。
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コンマ１秒を競う＊全町スキー大会

第58回全町スキー大会（栗山スキー連盟主催）が、町ス
キー場で開催されました。町内の幼児から小学生まで

40人が参加し、学年別にタイムを競いました。開会式で同連
盟の塚本昭紀副会長は「身に付けた技術を発揮できるように
精一杯頑張ってください」と挨拶。子どもたちは少しでも良い
タイムを出そうと果敢に滑っていました。　　　   (２月４日）

スキーで全国切符！栗中の小野寺くん

小樽朝里川で行われた第44回北海道中学校スキー大会
で、栗山中１年の小野寺 友

ともる

くん（13歳）が、全道から集
まった強豪170人の中、男子回転部門で見事10位に入賞し、宮
城県蔵王で行われる全国大会への切符を手にしました。中学
３年生までの大会で１年生が入賞するのは少なく、回転部門で
は小野寺くんが唯一の全国切符です。椿原紀昭町長のもとへ
報告に訪れた小野寺くんは「全道大会では調子が良かったで
す。全国大会でも、１年生なので思い切って滑り10位以内に入
りたいです」と抱負を述べました。　　　　　  （１月２４日）

冬の栗山を学ぶ＊東海大環境保全演習

冬の暮らしや自然、文化から環境保全を考えようと、東海大
学湘南キャンパスの２年生14人が５日間、雨煙別小学校 コ

カ・コーラ環境ハウスを拠点にし町内各所を舞台に「環境保全
演習」を行いました。公益財団法人コカ・コーラ教育・環境財団
の寄付講座として実施されているもので今年が4回目。学生たち
は湯地の丘自然農園で雪を使ったキャベツの保存や、ハサンベ
ツ里山で冬の生き物観察などを体験。栗山の暮らしや、自然体
験を中心とした「ふるさと教育」なども学び、最終日には３班に
分かれプレゼンテーションを行いました。  （２月１４～１８日）

食の本当の安心と安全＊女性団体連絡会

私たちを取り巻く食品の安全性について知ってもらおうと
「食の本当の安心と安全」研修会が、栗山町女性団体連

絡会（坂口由紀子会長）主催で開催されました。昨年に引き続
き講師には「JA道北なよろ」に勤務する石山健一さんを招き、60
人を超える参加者が集いました。石山さんは、食品ラベルに付い
ている原産地表示の抜け道などについて説明。参加した林秀雄
さん（88歳）は「食べ物は大事なことです。私が若いころから食
生活が贅沢すぎるといわれていました。生産者の立場を理解し
賢い消費者にならなければ」と話していました。  （１月２８日）
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楽
し
さ
い
っ
ぱ
い
！

皆
さ
ん
そ
ろ
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

■
日　
　

時

　

３
月
３
日
㈯　

午
前
11
時
～　

■
場　
　

所

　

栗
山
町
図
書
館
（
中
央
3
）

■
対　
　

象

　

幼
児
～
小
学
生
低
学
年

■
入
場
料　

無
料

■
内　
　

容

　

・
手
遊
び　

「
ご
ん
べ
さ
ん
の
あ
か
ち
ゃ
ん
」

　

・
絵
本

「
ひ
な
の
や
ま
か
ご
」

「
サ
ナ
の
あ
か
い
セ
ー
タ
ー
」

　

・
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー

「
よ
っ
ち
ゃ
ん
の
お
さ
ん
ぽ
」

　

・
つ
く
っ
て
あ
そ
ぼ
う

「
ス
ト
ロ
ー
と
ん
ぼ
」

■
主
催
・
問
い
合
わ
せ

　

お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
栗
の
子
」

　

小
原　

富
佐
子　

☎
�
1
6
4
8

次回は・・
４月７日㈯
１１：００～

図書館

３月２５日㈰　　１２：００～１６：００

【講 師】　櫻井　芳枝

【参 加 費】　４，５００円（お茶代含む）

【内 容】　

　本格的なキャンドル制作を勉強します

【持 ち 物】　エプロン、カッター、はさみ

【申込期限】　３月２４日㈯
【問い合わせ】　櫻井　☎・ＦＡＸ８2－３６３０

３月２４日㈯　　１３：００～１５：００

【講 師】　石川　進一

【参 加 費】　３，０００円

【内 容】

　自分だけのマグカップ作りにチャレンジします

【持 ち 物】　エプロン、手ふきタオル

【申込期限】　３月２３日㈮
【問い合わせ】　石川　☎・ＦＡＸ72－６８８８

２０１２２０１２
informationinformation

大人のキャンドル教室 と う げ い 教 室
マグカップ制作その人に合ったキャンドル制作

【問い合わせ】　栗山町図書館　　☎ 72-6055

特集コーナー
■一般向け

■児童向け
春がくる！　　　３月１３日㈫～４月１９日㈭

マル得マネー術　３月１３日㈫～４月１５日㈰

３月１３日㈫～３月２５日㈰
■場　所　栗山町図書館
■内　容
　　昨年１２月に行った「手
　作り絵本作家になろう講
　習会」に参加したみなさん
　の作品を展示します。個性
　豊かな作品をご覧ください。

手作り絵本展

■日 時　３月２１日㈬　

　　　　　　　　　　　１９ ： ００～２１ ： ００

■場 所　カルチャープラザ「Eki」研修室Ａ

■受 講 料　５００円

■定 員　２５人

■申込期限　３月１４日㈬
■申込先 ・ 問い合わせ　

　教育委員会社会教育グループ　☎７２－１１１７

くりやま地域大学　特別講座

■講師

　　北星学園大学　准教授

　 大島　寿美子 氏

　仕事や日常の生活の中で起きるいろいろな問

題を自分ひとりではなく、周囲の人々との相互

作用を活用して解決する方法を学びます。

コミュニケーション力で
　　　　　　　　　　問題を解決しよう！
コミュニケーション力で
　　　　　　　　　　問題を解決しよう！
コミュニケーション力で
　　　　　　　　　　問題を解決しよう！
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第２４回
札幌交響楽団栗山町定期演奏会

【日　時】３ 月１０ 日　 ㈯
　　　　  開場 17：30　開演 18：30

【場　所】  スポーツセンター
【内　容】  指　揮／尾高　忠明
　　　　 管弦楽／札幌交響楽団

【曲　目】
○モーツァルト
　歌劇 「フィガロの結婚」序曲Ｋ.492
○Ｊ. シュトラウスⅡ
　ワルツ「春の声」op.410
　ポルカ「雷鳴と稲妻」op.324
○ブラームス
　ハンガリー舞曲第５番
　ハンガリー舞曲第６番
○エルガー
　愛のあいさつ op.12
　行進曲「威風堂々」第１番 op.39
○ベートーヴェン
　交響曲第７番イ長調 op.92

【入場料】
○大人
　前売２，０００円／当日２，５００円
○小人（高校生以下）
　前売　５００円／当日　７００円

【入場券取扱所】
カルチャープラザ「Eki」・総合福祉セン
ター「しゃるる」・角田農村環境改善セ
ンター・南部公民館・白光堂楽器店ほか

【主　催】
札響ひなまつりコンサート実行委員会

【問い合わせ】
教育委員会社会教育グループ　
☎７２－１１１７ 【日 　 時】３月１３日㈫  １８：００～１９：３０

【場 所】開拓記念館
【講 師】伊達市噴火湾文化研究所　所長　大島　直行氏
【内 容】

  北の大地に先住し独特の文化を育んできたアイヌ民族の生活や
  歴史、文化を学びます。

【参 加 料】 ５００円
【申込期限】３月１１日㈰
【主 催】指定管理者 株式会社日東総業
【申込先・問い合わせ】

   開拓記念館　☎７２- ６０３５

アイヌ文化を知る集い

　高齢者を対象にした健康ストレッチ教室です。初めての方でも一人ひ
とりに合わせた指導で丁寧に教えます。

３月 ２１日㈬　１１：００～１２：３０
【場 所】　スポーツセンター柔道室
【対 象】　６５歳以上の町内在住者
【講 師】　札幌健康ストレッチ・ヨーガ愛好会代表　渋谷　和子氏
【申込方法】　スポーツセンター窓口にて３月１４日㈬までに申し込み。（定員１０人）
【主 催】　指定管理者 スイテック・グループ共同事業体
【申込先・問い合わせ】
　スポーツセンター　　☎ 72- ６１６１

健康ストレッチ教室健康ストレッチ教室健康ストレッチ教室

社
会
教
育
通
信
欄

町４パ
ス
ト
ラ
ー
レ
Ｖ

　

５
町
合
同
演
奏
会

■
日　
　

時

　

３
月
10
日
㈯　

　

開
場　

午
後
１
時

　

開
演　

午
後
１
時
20
分　

■
場　
　

所

　

南
幌
町
立
み
ど
り
野
小
学
校

　
（
南
幌
町
美
園
２
丁
目
）

■
内　
　

容

栗
山
町
、
由
仁
町
、
長
沼
町
、
岩
見

沢
市
、
南
幌
町
の
合
唱
団
に
よ
る
合

同
演
奏
会

■
入
場
料　

無
料

■
主
催
・
問
い
合
わ
せ

　

混
声
合
唱
団
コ
ー
ル
ポ
ピ
ー　

岩
本

　

☎
０
１
１
（
３
７
８
）
２
１
９
１

【日 時】　３月１７日㈯～１８日㈰
１７日１３：３０集合／１８日１１：３０解散

【場 所】　雨煙別小学校 コカ・コーラ環境ハウス
【対 象】　まちづくり・地域づくりに関心のある青年および学生
【内 容】
　まちづくり事例発表、情報交換、ワークショップ、雨煙別小学校 コカ・
　コーラ環境ハウスでの宿泊　ほか
【申込締切】　３月１３日㈫
【参 加 料】　３，０００円
【申込先・問い合わせ】
　教育委員会社会教育グループ　☎７２－１１１７

体験活動推進事業 青年団体活動活性化研修会青年団体活動活性化研修会
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▼
僕
は
よ
く
野
生
動
物
に
出
会
い
ま
す
。
自
宅
の

前
で
毎
晩
キ
ツ
ネ
と
す
れ
違
っ
た
り
、
同
じ
日
に
何

度
も
キ
ツ
ネ
や
ネ
ズ
ミ
・
シ
カ
が
車
の
前
を
横
切
っ

た
り
し
ま
す
。
街
中
で
彼
ら
に
出
く
わ
す
と
決
ま

っ
て
「
し
ま
っ
た
見
ら
れ
た
」
と
い
う
顔
を
し
ま
す
。

そ
の
う
ち
映
画
み
た
い
に
話
声
が
聞
こ
え
て
く
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
ド
キ
ド
キ
し
て
い
ま
す
。（
原
田
）

▼ 

ひ
な
ま
つ
り
と
言
え
ば
、
ち
ら
し
ず
し
？
で
す

が
、
そ
の
中
で
欠
か
せ
な
い
の
が
桜
で
ん
ぶ
。
な

ん
で
『
で
ん
ぶ
』
と
い
う
の
だ
ろ
う
？
と
思
い
調

べ
て
み
ま
し
た
。
漢
字
で
は
田
麩
、
佃
煮
の
一
種

だ
そ
う
で
す
。
私
は
か
わ
い
い
子
ど
も
の
お
尻

（
臀で

ん
ぶ部
）
か
ら
生
ま
れ
た
言
葉
だ
と
信
じ
て
い
ま
し

た
が
ま
っ
た
く
違
う
よ
う
で
す
。
　
　
　
　（
渡
辺
）

▼
〝
無
理
せ
ず
少
し
ず
つ
〟
が
、
災
害
時
の
持
ち

出
し
品
、
備
蓄
品
を
準
備
す
る
コ
ツ
の
よ
う
で
す
。

最
初
か
ら
意
気
込
む
と
、
重
荷
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
も
の
ね
。
振
り
返
っ
て
我
が
家
の
備
蓄
品
。
冷
蔵

庫
を
見
て
も
、
と
て
も
3
日
間
、
耐
え
忍
ぶ
だ
け

の
食
料
は
あ
り
ま
せ
ん
。
奥
様
に
銀
行
の
カ
ー
ド

を
渡
し
て
し
ま
っ
た
旦
那
の
危
機
管
理
の
問
題
で

し
ょ
う
か
？
自
助
が
基
本
と
言
い
つ
つ
、
な
す
す

べ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
な
た
か
共
助
を
…
。（
中
野
）

編
集
後
記

ガラスの透明な輝きと色彩の鮮やかさを体験してもらお
うと、ガラス絵体験教室が開催されました。講師に町内
で活動する川元友美さんを招き、木製の小物入れのガラ
ス蓋に、ガラス絵の具で、ひな人形や、好きなキャラクター
などの図柄を描きました。ステンドグラスのように美し
く仕上がり参加者からは喜びの声が上がっていました。

2 月 19 日  あさひ工房


